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要

約

は
し
が
き

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
・
従
属
国
で
民
族
解
放
運
動
が
未
曽
有
の
高
揚
を
一
示
し
、
つ
ぎ
つ

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

丹

克

治

羽

ざ
に
新
し
い
国
家
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
社
会
主
義
世
界
体
制
の
成
立
・

発
展
に
つ
い
で
、
最
近
の
泣
界
史
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
現
象
の
一

つ
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
・
従

属
国
の
独
立
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、
最
初
は
ア
ジ
ア
で
、
つ
い
で
中
近

東
(
西
ア
ジ
ア
)
と
北
ア
フ
リ
カ
、
さ
ら
に
は
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ

に
波
及
し
、
最
後
に
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
及
ん
で
き
て
い
る
。
か
く
し

て
、
第
二
次
大
戦
直
後
に
は
約
六
億
六
回

O
O万
人
、
約
一
二
七

O
O万
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
域
を
自
己
の
支
町
下
に
お
い
て
い
た
帝
国
主
義
諸

函
は
、
一
九
六
二
年
現
在
、
そ
の
人
口
の
八
分
の
七
、
領
土
の
四
分
の
三

な
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
植
民
地
に
お
い
て

(
1
)
 

も
、
民
族
解
放
運
動
が
進
展
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
社
会
主
義
的
発
展
の
道
を
歩
ん
で
い
る
中
国
、
朝
鮮
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
、
キ
ュ
ー
バ
を
除
け
ば
、
右
の
独
立
は
多
か
れ
少
か
れ
政
治
的
・
国

一
ぶ
的
独
立
の
範
闘
を
こ
え
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
経
済
的
な
従
属
・

後
進
性
の
克
服
、
換
言
す
れ
ば
経
済
的
独
立
と
近
代
化
が
残
さ
れ
て
い
る

八
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の
で
あ
る
。
こ
の
経
済
的
独
立
と
い
う
課
題
は
、
政
治
的
・
国
家
的
独
立

が
民
族
解
放
革
命
の
第
一
段
階
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
二
の
段

階
の
最
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
民

連
帯
会
議
は
、
す
で
に
そ
の
第
一
回
会
議
の
経
済
問
蓮
決
議
に
お
い
て
、

こ
の
経
済
的
独
立
と
い
う
課
題
の
重
要
性
を
強
制
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
℃
い
る
。
|
|
「
政
治
的
独
立
を
達
成
し
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
諸

国
民
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
植
民
地
主
義
、
帝
問
主
義
に
た
い
す
る
斗
争

を
つ
づ
け
る
こ
と
、
と
く
に
諸
国
の
完
全
な
経
済
的
独
立
を
確
保
す
る
こ

(2) 

と
を
決
意
し
て
い
る
」
。

周
知
の
よ
う
に
、
帝
国
主
義
国
は
、
植
民
地
・
従
属
諸
国
を
食
料
・
原

料
の
供
給
源
と
じ
て
、
ま
た
工
業
口
山
の
販
売
市
場
、
資
本
輸
出
の
市
場
と

し
て
確
保
し
、
収
奪
と
搾
取
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
き
た
c

帝
国
主
義
諸

国
の
独
占
体
に
よ
る
自
然
資
源
の
独
占
的
支
配
と
収
奪
、
植
民
地
・
従
属

国
の
経
済
の
か
た
ょ
っ
た
専
門
化
、
植
民
地
・
従
属
国
か
ら
の
食
料
・
原

料
の
輸
出
と
帝
国
主
義
国
か
ら
の
工
業
口
山
の
輸
入
と
い
う
貿
易
の
型
、
特

定
の
農
業
お
よ
び
鉱
業
等
へ
の
帝
国
主
義
国
か
ら
の
資
本
輸
出
と
巨
額
の

超
過
利
潤
の
獲
得
、
お
よ
び
そ
の
本
悶
へ
の
送
金
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
植
民
地
・
従
属
国
は
一
円
先
進
諸
国
』
に
よ
る
池
上
人
口
の
圧

倒
的
多
数
の
植
民
地
的
抑
圧
と
金
融
的
絞
殺
の
世
界
的
体
系
」
の
中
に
組

み
込
ま
れ
、
「
掬
庄
と
収
奪
、
搾
取
」
の
関
係
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
る
o

か
か
る
関
係
を
つ
く
り
だ
し
、
強
化
す
る
上
で
主
要
な
契
機

を
な
し
た
も
の
が
、
資
本
の
輸
出
で
あ
り
、
ま
た
資
本
輸
出
を
基
礎
と
し

た
帝
国
主
義
独
占
体
に
よ
る
市
場
、
つ
い
で
領
土
の
分
割
で
あ
っ
た
。

一
八
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し
た
が
っ
て
、
政
治
的
・
国
家
的
独
立
を
獲
得
し
た
低
開
発
国
で
は
、

つ
ぎ
の
段
階
の
主
要
課
題
で
あ
る
経
済
的
独
立
を
達
成
す
る
た
め
に
、
第

一
に
、
清
国
主
義
と
そ
の
独
占
体
の
収
奪
・
搾
取
の
直
接
的
で
こ
を
除

去
・
制
限
す
る
た
め
の
方
策
(
国
有
化
、
外
資
制
限
、
外
国
貿
易
の
統
制

な
ど
〉
が
、
第
二
に
、
収
奪
の
根
本
的
原
因
を
な
く
し
、
経
済
発
展
の
基

礎
を
き
づ
く
た
め
の
方
策
〈
土
地
改
革
、
工
業
化
な
ど
)
が
と
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ち
な
い
。
前
者
は
狭
義
の
経
済
的
独
立
、
経
済
自
立
の
た
め
の
斗

争
で
あ
り
、
反
帝
問
主
義
と
い
う
性
格
を
明
確
に
有
し
て
い
る
の
に
た
い

し
て
、
後
者
は
経
済
的
後
進
性
を
克
服
す
る
た
め
の
斗
争
で
あ
っ
て
、
多

か
れ
少
か
れ
国
内
に
お
げ
る
既
存
の
生
産
諸
関
係
の
変
革
を
指
向
す
る
も

の
で
あ
る
Q

こ
の
両
者
ば
実
際
に
は
緊
密
に
結
び
つ
き
、
総
体
と
し
て
、

広
義
の
経
済
的
独
立
、
民
族
経
済
の
自
主
的
発
展
の
内
容
を
か
た
ち
ミ
つ
く

っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、
右
の
よ
う
に
重
大
な
意
味
を
も
っ
低
開
発
国
の

経
済
的
独
立
と
い
う
課
題
の
達
成
が
現
在
ど
の
よ
う
に
進
展
し
つ
つ
あ
る

か
、
ま
た
そ
の
当
面
す
る
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
解

明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
落
大
な
問
題
で
あ

り
、
本
橋
の
範
囲
内
で
充
分
に
解
明
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
ば
、
第
一
に
、
低
開
発
問
の
経
済
的
独
立
の
問
題
を
、
そ
の
対
外

泊
山
側
閣
と
く
に
外
国
貿
易
を
中
心
に
し
て
考
察
す
る
に
と
ど
め
る
。
第
二

に
、
各
地
域
な
ら
び
に
各
国
に
お
け
る
経
済
的
独
立
の
過
程
は
け
っ
し
て

一
様
で
は
な
い
が
、
全
地
域
を
つ
う
じ
て
基
本
的
に
共
通
な
点
に
限
定
し

て
そ
の
経
済
的
独
立
の
問
題
を
考
察
す
る
。
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以
下
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
戸
ジ
ョ
ア
統
計
を
利
用
す
る
関
係

上
、
「
低
開
発
国
」
あ
る
い
は
「
低
開
発
地
域
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
が
、

そ
れ
は
、
か
つ
て
帝
国
主
義
国
の
積
民
地
・
従
属
国
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、

政
治
的
・
国
家
的
独
立
を
か
ち
と
っ
て
経
済
的
独
立
達
成
の
た
め
に
努
力
し

て
い
る
国
々
、
お
よ
び
い
ま
な
お
帝
国
主
義
の
植
民
地
支
配
の
下
に
お
か
れ

て
い
る
国
々
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
地
域
を
い
う
。

(
2
〉
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
民
連
帯
会
議
1

1
経
済
問
題
決
議
の
借
地

一
項
ー
ー
一
般
勧
告
(
一
九
五
七
年
十
二
月
二
十
六
日

t
一
九
主
八
年
一
月

一
目
、
カ
イ
ロ
〉
。

な
お
、
一
九
六
O
年
に
コ
ナ
ク
リ
で
閃
か
れ
た
第
二
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
人
民
連
帯
会
議
の
経
済
問
題
に
か
ん
す
る
決
議
に
お
い
て
も
、
再
び
つ
ぎ

の
よ
う
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
{
|
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
、
経
済

的
に
独
立
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
帝
国
主
義
支
配
を
撃
退
で
き
る
。
完
全
な

経
済
的
独
立
を
め
ざ
す
斗
争
が
、
す
で
に
政
治
的
独
立
を
獲
得
し
た
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
こ
ん
に
ち
の
主
要
任
務
で
あ
る
。
経
済
上
の
不
平
等

を
な
く
し
、
健
全
な
、
独
立
し
た
経
済
を
樹
立
し
な
い
か
ぎ
り
、
民
族
独
立

を
め
ざ
す
わ
れ
わ
れ
の
斗
争
は
終
っ
た
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
」
。

(
3
)
V
I
一
一
ン
全
集
、
第
四
版
、
第
二
十
二
巻
、
一
七
九
ペ
ー
ジ
。

世
界
貿
易
に
お
け
る
低
開
発
地
域
の
地
位

世
界
貿
易
の
全
般
的
趨
勢

最
近
数
年
間
の
世
界
貿
易
は
全
体
と
し
て
い
ち
じ
る
し
い
拡
大
傾
向
を

た
ど
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
減
退
を
示
し
た
の
は
一
九
五
八
年
の
み
で
あ
っ

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

た
。
こ
の
年
の
減
少
は
、
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
生
産
の
停
滞
の
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
を
な
か
に
は
さ
む
九
年
間

(
一
九
五
一
二
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
期
間
)
に
は
、
世
界
輸
出
総
額

は
一
・
七
倍
に
増
大
し
た
。
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
、
世
界
輸
出
総
額
は

こ
の
期
間
に
八
二
六
億
ド
ル
か
ら
一
四
一

O
億
ド
ル
へ
、
す
な
わ
ち
七
一

係
の
増
大
を
示
し
た
。
こ
の
間
の
年
平
均
増
大
率
は
七
・
九
M

初
で
あ
っ
た

(
第
一
表
参
照
)

0

か
か
る
最
近
の
世
界
貿
易
の
拡
大
傾
向
は
、
戦
前
の
そ
れ
の
縮
小
傾
向

と
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
以
後
の
十
年
間
の
世
界
輸
出

は
、
激
し
い
世
界
恐
慌
と
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ブ
ロ
?
キ
ズ
ム
に
よ
る
ア

ウ
タ
ル
キ
ー
傾
向
の
増
大
の
た
め
に
、
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し
、
さ
ら
に

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
は
世
界
貿
易
を
大
き
く
後
退
さ
せ
た
。
そ
し
て

一
九
四
八
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
一
九
二

0
年
代
の
水
準
を
回
復
し
た
世

界
貿
易
は
、
国
家
の
政
策
に
助
け
ら
れ
て
、
そ
の
後
大
い
に
拡
大
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
世
界
貿
易
の
増
大
率
は
し
だ
い
に
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。
右

に
み
た
よ
う
に
一
九
五
三

1
六
二
年
の
世
界
輸
出
総
額
の
年
平
均
増
大
率

は
七
・
九
M
初
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
五

t
六

O
年
の
そ
れ
は
七
・
一
二
%
に

低
下
し
、
一
九
六

0
年
代
の
は
じ
め
の
そ
れ
は
五
二
%
に
す
ぎ
な
い
。

一
九
五

0
年
代
と
く
に
そ
の
前
半
の
世
界
輸
出
総
額
の
高
い
増
大
率
は
、

朝
鮮
戦
争
に
と
も
な
う
大
幅
な
輸
出
増
大
、
な
か
で
も
単
位
価
格
の
上
昇

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
第
二
次
大
戦
に
よ
る
極
度
の
破
壊
か
ら
の
回

復
と
そ
の
後
の
急
速
な
発
展
の
過
程
の
な
か
で
は
、
世
界
貿
易
も
ま
だ
低

一
八
九
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12.070 
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36.700 

53，700 

60.600 

75，100 

71， 100 1 

75，400 

85，400 

90.200 

94.800 

い
水
準
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
同
じ
よ
う
な
絶
対
額
の
拡
大
も
相
対
的
に

高
い
橋
大
半
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

世
界
輸
出
総
舗
の
年
増
大
率
が
し
だ
い
に
低
下
し
て
き
て
い
る
事
実
と

な
ら
ん
で
、
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
最
近
の
世
界
貿
易
の
的
大
に
此
界
の

各
地
域
が
き
わ
め
て
不
平
等
な
か
た
ち
で
し
か
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
J

一
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
九
年
闘
に
開
発
地
域
の

輸
出
額
は
五
三
七
億
ド
ル
か
ら
九
四
八
億
ド
ル
ヘ
、
す
な
わ
ち
七
七
%
、

社
会
主
義
諸
司
の
そ
れ
は
七
九
億
ド
ん
か
ら
一
七
三
億
ド
ル
へ
、
す
な
わ

ち
一
一
八
・
五
%
増
大
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
低
開
発
地
域
の
そ
れ

第1去

輸

j 

(c. i. f.) 

3.800 

7，800 

9.200 

11， 500 

12，500 

14，600 

16，000 

16.400 

17，700 

18.600 

21， 500 

24.300 

29，800 

27，800 ! 

27.300 

29.900 

30.800 

31， 300 

入

41， 200 

55.000 

64，900 

78，400 

73，500 

79，000 

88，900 
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Table 158. 

の
増
加
は
二
一

O
億
ド
ル
か
ら
二
九

O
億
ド
ル
ヘ
、
す
な
わ
ち
一
一
一
八
・
一

%
に
す
ぎ
な
い
。
低
開
発
拍
域
の
輸
出
制
の
増
大
率
(
年
平
均
四
・
二

%
)
は
、
開
発
地
域
の
そ
れ
(
同
じ
く
八
・
五
%
)
の
半
分
、
社
会
主
義

諸
国
の
そ
れ
こ
三
・
二
%
)
の
一
二
分
の
一
以
下
に
す
ぎ
な
か
づ
た
。
し

た
が
っ
て
、
世
界
輸
出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
ー
か
ら
み
て
も
、
低
開
発

地
域
の
地
位
は
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
〈
第
三
表
参
照
)
。
開

発
地
域
は
一
九
五
三
年
に
す
で
に
世
界
輸
出
総
額
の
六
五
%
を
占
め
て
い

た
が
、
一
九
六
二
年
に
は
さ
ら
に
増
大
し
て
六
七
・
二
%
を
占
め
る
に
い

た
り
、
ま
た
社
会
主
義
諸
国
の
シ
ェ
ア
ー
も
同
じ
期
間
に
九
・
六
%
か
ら



世界貿易に占める各地第2表輪開数量:指数および第3表

域のシェアー(%)

年次(開発地域同開発地域|社会主義組

輸 出

1948 63.8 29.8 6.4 

1953 65.0 25.4 9.6 

1955 64.7 25.3 10.0 

1957 67.1 22.8 10.1 

1958 65.9 22.9 11. 2 

1959 65.3 22.4 12.3 

66.8 21. 4 11.8 

1961 67.5 20.8 11. 7 

1962 67.2 20.6 12.2 

輸 ノ、

1948 64.8 29.2 6.0 

1953 65.2 25.5 9.3 

1955 66.0 24.7 9.3 

1957 65.5 24.9 9.6 

1958 64.6 24.4 11.0 

1959 65.3 22.6 12.1 

1960 65.9 22.2 11.9 

1961 66.3 22.0 11.7 

1962 67.1 21. 0 11. 9 

輸出単位価格指数

(1958年立100)

界(1)I 開発地域 ( 低開発地域

数 量 号吉 数

1948 55 51 68 

1953 78 76 83 

1955 89 88 91 

1957 102 103 99 

195唱 100 100 100 

1959 107 107 107 

1960 118 120 113 

124 126 118 

1962 131 132 127 

単位価格指数

1948 103 103 102 

1953 100 99 103 

1955 99 97 105 

1957 103 103 104 

1958 100 100 100 

1959 99 99 97 

1960 100 100 98 

1961 99 101 95 

1962 99 101 93 

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

E出所〕 第1表から算出。(1)社会主義諸国の貿易を除く。

E出所) U. N. : Statistical Yearbook， 

C註〕

1963， Table 162 
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低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

一
一
了
二
%
へ
と
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
低
開
発

地
域
の
シ
ェ
ア
ー
は
一
九
五
一
二
年
の
二
五
・
四
%
か
ら
一
九
五
八
年
に
は

三
二
・
九
句
、
一
九
六
二
年
に
は
二

0
・
六
%
へ
と
低
下
し
て
い
る
。

か
か
る
輸
出
額
の
動
向
は
輸
出
数
量
と
単
位
価
格
の
二
つ
の
要
素
の
動

向
を
反
・
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
社
会
主
義
諸
国
に
つ
い
て
は
こ
れ

ら
二
要
素
の
資
料
を
欠
く
の
で
開
発
地
域
と
低
開
発
地
域
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
期
間
の
開
発
地
域
の
輸
出
額

の
伸
び
(
七
七
%
)
は
輸
出
数
量
の
七
四
%
の
増
大
と
単
位
価
格
二
%
の

上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
低
頻
発
地
域
の
そ
れ
の
伸
び
〈
コ
一
八
弱
)
は

輸
出
数
量
の
五
一
二
%
の
増
大
と
単
位
価
格
の
一

O
婚
の
下
落
に
よ
る
も
の

で
あ
る
(
鉛
三
表
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
開
発
地
域
と
低
開
発
地
域
の
輸

出
額
の
増
大
率
の
相
違
は
、
輸
出
数
量
の
増
大
率
の
相
違
に
よ
る
と
い
う

よ
り
は
、
主
に
そ
の
単
位
価
格
の
ま
っ
た
く
相
異
な
ヲ
た
動
向
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。

世
界
輸
入
の
趨
勢
も
輸
出
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
一
九

五
三
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
九
年
間
に
開
発
地
域
の
輸
入
額
は
八
一
一
二

%
、
社
会
主
義
諸
国
の
そ
れ
は
二
一
六
・
九
%
増
大
し
て
い
る
の
に
た
い

し
、
低
開
発
地
域
の
そ
れ
の
増
大
路
は
四
五
・
六
%
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し

て
、
各
地
域
と
も
、
一
九
六

0
年
代
の
は
じ
め
に
は
そ
の
増
大
率
を
か
な

り
低
下
さ
せ
て
い
る
。
と
く
に
、
低
開
発
地
域
の
そ
の
年
増
大
率
は
一
九

六
0
年
代
の
は
じ
め
に
は
二
・
三
%
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
石
油
産
出
国
唯
一
す
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
低
開
発
一
国
の
輸
出
が
振
わ

ず
、
国
際
収
支
の
逆
調
に
当
面
し
て
輸
入
を
削
減
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

九

た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ほ
開
発
地
域
の
貿
易
収
支
は
年
々
赤
字
で
、

そ
の
領
は
一
九
五
八

t
六
二
年
の
五
年
間
だ
げ
で
二
一
七
億
ド
ル
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
赤
字
は
輸
出
額
の
実
に
九
%
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
赤
字
は
、
次
節
に
お
い
て
詳
し
く
考
察
す
る
よ
う
に
、
輸
出
数
量
の
増

大
が
緩
慢
な
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
に
よ
り
も
雪
ず
交
易
条
件

(
輸
入
品
の
単
位
価
格
に
た
い
す
る
輸
出
品
の
単
位
価
格
の
比
率
)
の
悪

化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
低
開
発
地
域
の
主
要
輸
出
品
で
あ

る
一
次
産
品
の
価
裕
が
し
だ
い
に
下
落
し
つ
つ
あ
る
の
に
た
い
し
、
大
量

に
輸
入
す
る
工
業
品
の
価
格
が
徐
々
に
騰
貴
し
て
き
た
乙
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
は
世
界
貿
易
の
発
展
を
開
発
地
域
、
低
開
発
地
域
、
社
会
主
義
諸

国
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
考
察
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
、
が
、
い
ま
少

し
く
た
ち
い
っ
て
、
こ
れ
ら
件
グ
ル
ー
プ
間
の
貿
易
が
ど
の
よ
う
に
遺
脱

し
て
い
る
か
を
項
を
改
め
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

2 

低
開
発
地
域
の
地
位

一
九
五
三

t
六
三
年
の
間
に
お
け
る
世
界
の
・
各
地
竣
へ
の
輸
出
増
大

は
、
地
域
に
よ
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
異
な
ヮ
て
い
る
(
第
四
表
参
照
)
。

こ
の
間
に
お
け
る
増
大
の
も
っ
と
も
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
の
は
、
社
会
主

義
諸
国
に
た
い
す
ろ
輸
品
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
平
均
増
大
率
は
二
ニ
・
七

%
に
達
す
る
。
開
発
地
域
へ
の
輸
出
も
年
平
均
九
・
一
%
の
テ
ン
ポ
で
拡

大
し
た
。
そ
し
て
そ
の
数
字
の
も
っ
と
も
低
い
の
が
民
間
開
発
地
域
へ
の
輸

出
の
五
・
五
%
7
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
世
界
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
各
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仮
開
発
固
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

地
域
の
役
割
も
か
な
り
変
化
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
諸
国
は

一
九
五
三
年
に
は
世
界
愉
山
総
額
の
九
%
を
吸
収
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
一
九
六
二
年
に
は
一
二
%
に
増
大
し
た
。
開
発
地
成
の
シ
ェ
ア

ー
も
六
一
%
か
ら
六
五
%
に
聞
大
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
低
開
発
地
域

の
シ
ェ
ア
ー
は
二
四
%
か
ら
二
一
%
へ
と
低
下
し
た
。

社
会
主
義
諸
国
は
開
発
地
域
に
と
っ
て
も
低
開
発
地
域
に
と
っ
て
も
も

っ
と
も
急
速
に
発
展
し
て
き
た
輸
出
市
場
で
あ
る
。
逆
に
、
社
会
主
義
諸

国
に
習
と
っ
て
も
っ
と
も
急
速
に
発
展
し
て
き
た
輸
出
市
場
は
低
開
発
地
域

で
あ
る
。
開
発
地
域
の
輸
出
の
う
ち
、
社
会
主
義
諸
国
向
け
輸
出
は
一
九

五
三

i
六
二
年
の
期
間
に
一
二
・
六
倍
(
年
平
均
増
大
率
二
八
・
六
%
)

に
、
ま
た
開
発
地
域
内
部
へ
の
輸
出
は
同
じ
期
間
に
二
倍
(
同
じ
く
一

一
・
一
%
)
に
増
大
し
、
開
発
地
域
輸
出
市
場
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
一
一
八
%
か
ら
三
・
六
%
へ
、
六
一
二
%
か
ら
七
一
%
へ
と
増
大
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
低
開
発
地
域
向
け
輸
出
は
一
・
五
倍
(
年
平
均
増

大
率
五
・
五
%
)
に
増
大
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
は
二
七
%
か

ら
二
二
%
へ
と
大
き
く
低
下
し
た
。
低
開
発
地
域
の
輸
出
に
お
い
て
は
、

社
会
主
義
諸
国
向
げ
輸
出
が
同
じ
期
間
に
四
・
七
倍
(
年
平
均
増
大
率
四

0
・
九
%
)
に
激
増
し
て
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
を
一
・
五
%
か
ち
五
・
三
%

へ
拡
大
し
た
の
に
た
い
し
て
、
低
開
発
地
域
内
部
へ
の
輸
出
の
年
平
均
的

大
率
は
ム
一
・
六
必
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
も
二
四
%
か
ち
一
一
一
一
%
へ

と
低
下
し
て
き
た
。
そ
し
て
開
発
地
域
向
け
輸
出
の
年
平
均
増
大
率
は
四

%
で
、
七
一

i
七
二
%
台
の
シ
ェ
ア
ー
を
堅
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
社
会

主
義
諸
国
の
輸
出
に
お
い
て
は
、
低
開
発
地
域
向
け
輪
川
が
五
・
二
倍

一
九
四

(
年
平
均
増
大
率
四
六
・
七
%
)
に
撤
増
し
て
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
を
五
・

二
%
か
ら
二
一
・
四
%
へ
拡
大
し
た
Q

間
開
発
地
域
向
け
輸
出
お
よ
び
社
会

主
義
諸
国
内
部
へ
の
輸
出
の
年
平
均
増
大
率
は
一
八
・
四
%
お
よ
び
九
・

九
M

初
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
占
め
る
シ
ェ
ア
ー
は
一
五
%
か
ら
一
八
%

で
七
八
%
か
ら
六
七
%
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
開
発
地
域
は
開
発
地
域
お
よ
び
社
会
主
義
諸
国
の

輸
出
市
場
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ー
を
拡
大
し
、
低
開
発
地
域
輸
出
市
場
と
し

て
の
そ
れ
も
い
ぜ
ん
高
い
数
字
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
社
会
主
義
諸
国

も
開
発
地
域
お
よ
び
低
開
発
地
域
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ー
を
大

幅
に
増
大
さ
せ
て
き
た
〈
社
会
主
義
諸
国
の
グ
ル
ー
プ
内
輸
出
の
シ
ェ
ア

ー
の
低
下
は
グ
ル
ー
プ
外
輸
出
の
余
り
に
も
急
激
な
拡
大
に
よ
る
も
の
で

あ
る
)
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
低
開
発
地
域
は
社
会
主
義
諸
国
輸
出
市
場

と
し
て
の
シ
ェ
ア
ー
を
拡
大
し
た
も
の
の
、
開
発
地
域
お
よ
び
低
開
発
地

域
の
輸
出
市
場
と
し
て
の
そ
れ
を
低
下
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
開
発
地
域
内
部
輸
出
の
世
界
輸
出
に
占
め
る
シ
ェ
ア
ー
は

一
九
五
三
年
の
四
一
%
か
ら
一
九
六
一
一
年
に
は
四
八
%
に
増
大
し
、
逆
に

そ
の
外
部
輸
出
は
一
八
%
か
ら
一
七
%
へ
と
や
や
減
少
し
た
。
つ
ま
り
、

開
発
地
域
の
内
部
輸
出
は
そ
の
外
部
輸
出
の
二
・
二
倍
か
ら
二
・
七
倍
に

増
大
し
た
。
ま
た
社
会
主
義
諸
国
の
世
界
輸
出
に
お
け
る
シ
ェ
ア
ー
は
内

部
輸
出
、
外
部
輸
出
と
も
に
増
大
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
低
開
発
地
践

の
そ
れ
は
内
部
輸
出
、
外
部
輸
出
と
も
に
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

く
に
内
部
輸
出
の
そ
れ
の
低
下
が
い
ち
じ
る
し
い
。
こ
の
よ
う
な
開
発
地

域
の
内
部
輸
出
と
低
開
発
地
域
の
内
部
輸
出
と
の
対
照
的
な
動
き
、
お
よ



び
社
会
主
義
諸
属
の
急
速
な
輸
出
増
大
(
と
く
に
そ
の
低
開
発
地
域
内
け

輸
出
の
激
増
)
が
、
最
近
の
世
界
貿
易
に
お
け
る
顕
著
な
特
徴
に
な
っ
て

い
る
。な
お
、
低
開
発
地
域
の
対
社
会
主
義
諸
国
貿
易
は
最
近
急
速
に
拡
大
し

て
き
て
は
い
る
が
、
そ
の
額
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
く
、
低
開
発
地
域
の
貿
易

に
お
い
て
決
定
的
な
意
義
を
も
つ
に
は
ほ
ど
と
お
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
グ
ル
ー
プ
別
考
察
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
世
界
貿
易
の
最
近
の

傾
向
、
と
く
に
開
発
地
域
と
低
開
発
地
域
と
の
対
照
的
な
動
向
は
、
世
界

貿
易
の
商
品
類
別
構
成
の
推
移
か
ら
も
う
ら
守
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
商

品
類
別
貿
易
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
関
係
上
、
社
会
主
義
諸
国
を
除
く
貿

易
を
、
ま
た
一
九
五
四
年
か
ら
一
九
六
一
一
生
ー
の
期
間
に
お
け
る
動
向
を
考

察
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
五
表
に
よ
れ
ば
、
全
商
品
の
輸
出
は
一
九
五
四
年
の
七
七
五
億
ド
ル

か
ら
一
九
六
二
年
に
は
二
二
ニ
八
億
ド
ル
へ
、
す
な
わ
ち
六
O
M
M
(
年
平

均
増
大
率
七
・
五
%
)
増
大
し
て
い
る
が
、
か
か
る
全
商
品
の
恥
出
の
急

速
な
増
加
に
あ
ず
か
つ
て
大
い
に
力
の
あ
っ
た
の
は
工
業
品
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
向
じ
期
間
に
三
六
八
億
ド
ル
か
ら
六
八
五
億
ド
ル
で
す
な
わ
ち

八
六
%
増
加
し
た
。
そ
の
年
平
均
増
大
率
は
一

0
・
八
%
に
達
す
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て
、
一
次
産
口
聞
の
輸
出
は
三
八
五
億
ド
ル
か
ら
五
一
一
一
一
一
一
億
ト

ル
ヘ
、
す
な
わ
ち
四
一
M
M
(
年
平
均
増
大
率
五
・
一
%
)
増
加
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
一
次
産
品
の
う
ち
燃
料
は
八
二
億
ド
ル
か
ら
一
二
三
億
ド
ル

ヘ
、
す
な
わ
ち
五
O
M
W

〈
年
平
均
増
大
率
六
・
三
弱
)
増
加
し
て
お
り
、

食
料
・
原
料
は
三

O
三
億
ド
ル
か
ら
四
一

O
億
ド
ル
ヘ
、
す
な
わ
ち
三
五

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

川
市
(
同
じ
く
日
・
四
%
)
増
加
し
た
。
つ
ま
り
、
工
業
品
、
燃
料
、
食

料
・
原
料
の
う
一
大
商
品
類
の
う
ち
食
料
・
原
料
の
増
大
率
が
も
っ
と
も
低

く
、
そ
れ
は
工
業
ロ
聞
の
そ
れ
の
約
五
分
の
二
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
食
料
・
原
料
の
な
か
に
は
基
礎
金
属
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
食
料
・
原
料
の
輸
出
増
大
率
は
さ
ら
に
低
下
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
次
産
品
の
う
ち
石
油
等
の
燃
料
の

み
は
着
実
に
増
大
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
ら
、
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
着
実
に
増
大
し
て
き
た
の
は
一
九
五
七
年
ま
で
で
あ
る
。
燃
料
の
輸
出

は
一
九
五
七
年
ま
で
は
工
業
品
と
ほ
ぼ
同
じ
テ
ン
ポ
で
拡
大
し
て
き
た

が
、
一
九
五
八
年
以
降
に
は
そ
の
増
大
率
は
急
速
に
低
下
し
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
は
一
九
五
四

t
五
七
年
の
間
に
は
年
平
均
二
一
・
八
%
の
テ
ン

ポ
で
同
明
大
し
て
き
た
が
、
一
九
五
七

t
六
二
年
の
聞
の
一
年
平
均
増
大
率
は

一
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
一
九
五
八
年
以
降
に
お
け
る
燃
料
の
輸
出

増
大
率
は
、
今
商
品
類
の
な
か
で
最
低
で
あ
る
。
そ
の
増
大
率
は
工
業
口
問

の
そ
れ
(
年
平
均
六
・
九
%
)
の
四
分
の
一
以
下
、
食
料
・
原
料
の
そ
れ

(
一
了
八
%
)
の
一
二
分
の
二
以
下
で
あ
る
(
尤
も
、
一
九
五
八
年
以
降
に

お
け
る
燃
料
輸
出
の
き
わ
め
て
緩
慢
な
拡
大
は
主
に
開
発
地
域
の
そ
れ
の

伸
び
悩
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
)
。

か
か
る
各
商
品
類
の
輸
出
増
大
率
の
相
違
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
各

商
品
類
の
輸
出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
ー
を
変
化
さ
ぜ
る
二
と
に
な
っ

た
。
も
っ
と
も
い
ち
じ
る
し
い
増
大
卒
を
示
し
て
き
た
工
業
品
の
シ
ェ
ア

ー
は
、
一
九
五
四
年
の
四
七
%
か
ら
一
九
五
七
年
に
は
五
一
弱
、
一
九
六

二
年
に
は
五
五
%
に
増
大
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
一
次
産
品
の
シ
ェ
ア

一
九
五
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ー
は
、
逆
に
一
九
五
四
年
の
五
O
%
か
ら
一
九
斗
七
年
に
は
四
七
%
、
一

九
六
二
年
に
は
四
三
%
へ
と
低
下
し
た
。
な
か
で
も
、
食
料
・
原
料
の
そ

れ
は
一
九
五
四
年
の
三
九
%
か
ら
一
九
五
七
年
に
は
三
六
%
へ
、
さ
ら
に

一
九
六
二
年
に
は
三
三
%
へ
と
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
燃
料
の
そ
れ
は
一
九
五
四
年
の
一
一
%
弱
か
ら
一
九
五
七
年
に

は
一
一
%
強
へ
と
や
や
増
加
し
た
も
の
の
、
一
九
六
二
年
に
は
一
O
%
へ

と
低
下
し
た
。

商
品
類
別
輸
出
を
数
量
の
点
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
輸
出
額
に
お
け
る

ほ
ど
の
激
し
い
相
違
を
示
し
て
は
い
な
い
。
食
料
・
原
料
の
輸
出
数
量
を

一
九
五
八
年
を
基
準
と
す
る
指
数
で
み
れ
ば
、
そ
れ
は
一
九
五
四
年
の
八

三
か
ら
一
九
六
二
年
に
は
一
一
一
九
ハ
年
平
均
増
大
率
六
・
九
%
)
へ
、
燃

料
の
そ
れ
は
同
じ
期
間
に
八
O
か
ら
一
一
一
六
(
同
じ
く
七
・
一
一
%
)
へ
増

加
し
て
お
り
、
工
業
口
問
の
そ
れ
の
増
大
率
(
七
九
か
ら
一
三
四
へ
、
年
平

均
八
・
七
M
m
)
と
の
聞
き
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
工
業
品
と
一
次
産

ロ
聞
の
輸
出
額
の
増
大
率
の
い
ち
じ
る
し
い
相
違
は
、
主
に
そ
の
単
位
価
格

の
ま
っ
た
く
相
異
な
っ
た
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
各
商
品
類
の
単
位

価
格
を
同
じ
く
一
九
五
八
年
を
基
準
と
す
る
指
数
で
み
て
み
れ
ぽ
、
工
業

品
の
そ
れ
が
一
九
五
四
年
の
九
四
か
ら
一
九
六
二
年
に
は
一
O
二
に
騰
覚

し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
食
料
・
原
料
の
そ
れ
は
同
じ
期
聞
に
一
O
九
か

ら
九
五
へ
、
燃
料
の
そ
れ
は
九
四
か
ら
九
O
へ
と
低
下
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
わ
ず
か
八
年
間
に
工
業
品
の
価
格
は
約
九
%
騰

貴
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
食
料
・
原
料
の
そ
れ
は
約
一
O
M
m
、
燃
料

の
そ
れ
は
約
四
%
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
九
五
八
年
以
降

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

の
み
を
と
っ
て
み
る
と
、
燃
料
の
輸
出
数
量
の
伸
び
は
も
っ
と
も
低
く
、

ま
た
そ
の
単
位
価
格
も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
河
者
と
く
に
単

位
価
格
の
急
速
な
低
下
が
、
各
商
品
類
の
輸
出
額
の
な
か
で
燃
料
の
そ
れ

が
も
っ
と
も
低
い
増
大
率
を
一
示
す
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
次
庭
口
聞
は
低
開
発
地
域
の
主
要
輸
出
品
で
あ
る
。

そ
れ
ば
低
開
発
地
域
の
輸
出
総
額
の
八

t
九
割
を
占
め
て
い
る
。
最
近
、

低
開
発
地
域
の
工
業
品
輸
出
は
い
ち
じ
る
し
く
伸
び
て
は
い
る
が
、
そ
の

低
開
発
地
域
輸
出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
ー
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
く
、
低
開

発
地
域
の
商
品
別
貿
易
構
成
を
変
化
さ
せ
る
に
は
ほ
ど
と
お
い
。
し
た
が

っ
て
、
一
次
産
品
輸
出
の
低
い
増
大
率
は
、
先
に
み
た
低
開
発
地
域
の
輸

出
増
大
率
の
低
さ
と
一
致
す
る
。
ま
た
低
開
発
地
域
の
輸
出
の
圧
倒
的
部

分
が
一
次
産
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
ぜ
低
開
発
地
域
の
グ
ル
ー
プ

内
貿
易
が
き
わ
め
て
少
り
か
を
説
明
す
る
。
低
開
発
地
域
は
ど
う
し
て
も

一
次
産
品
の
輸
出
市
場
を
工
業
活
動
の
活
発
な
閣
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
全
体
と
し
て
低
開
発
地
域
の
工
業
化
が
き
わ
め
て
低
い
水
準
に
あ

る
現
在
、
低
開
発
地
域
は
一
次
産
品
の
主
要
な
輸
出
市
場
に
は
な
り
え
な

い
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
世
界
貿
易
は
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
低
開
発
地
域
の
貿
易
(
と
く
に
そ
の
内
部
貿
易
)
は
た
い
し

て
増
大
せ
ず
、
世
界
貿
易
に
占
め
る
そ
の
ジ
ェ
ア
ー
を
大
幅
に
低
下
さ
せ

て
き
た
こ
と
、
低
開
発
地
域
の
主
要
輸
出
品
で
あ
る
一
次
産
口
聞
の
輸
出
の

伸
び
が
工
業
品
の
そ
れ
に
比
し
て
か
な
り
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
低

開
発
地
域
貿
易
お
よ
び
一
次
産
品
輸
出
の
低
い
増
大
率
は
そ
の
輸
出
数
量

一
九
七



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

の
拡
大
の
緩
慢
化
に
よ
る
よ
り
は
む
し
ろ
そ
の
単
位
価
格
の
下
落
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
低
開

発
国
の
貿
易
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
た

ち
い
っ
た
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

低
開
発
国
貿
易
に
お
け
る
主
要
な
問
題

低
開
発
国
貿
易
の
概
観
付

わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
、
一
九
五
三

t
六
二
年
の
九
年
間
に
低

開
発
地
域
の
輸
出
額
(
年
平
均
増
大
率
四
・
二
%
)
が
開
発
地
域
の
二
分

の
一
、
社
会
主
義
諸
国
の
三
分
の
一
以
下
の
テ
ン
ポ
で
拡
大
し
て
き
た
に

す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
低
開
発
地
域
を
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
中
東
の
四
地
域
に
わ
け
て
考
察

し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
各
地
域
の
貿
易
の
発
展
は
か
な
り
異
な
っ
た
様
相

を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
(
第
六
表
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、

中
東
の
輸
出
額
は
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
聞
に
二
倍
以
上
に
増

大
し
た
。
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
一
九
五
三
一
年
の
二
八
・
三
億

ド
ル
か
ら
一
九
六
二
年
に
は
五
七
・
七
億
ド
ル
ヘ
と
、
年
平
均
一
一
・
五

%
の
テ
ン
ポ
で
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
増
大
率
は
開
発
地
域
の
そ
れ

を
大
き
く
う
わ
ま
わ
り
、
社
会
主
義
諸
国
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
も
の

で
あ
る
。
だ
が
、
一
九
五
八
年
以
降
に
は
そ
の
輸
出
拡
大
テ
ン
ポ
も
や
や

低
下
し
て
き
た
。
中
東
に
続
く
の
が
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
輸

一
九
八

出
額
は
同
じ
期
間
に
四
六
・
八
億
ド
ル
か
ら
六
七
・
九
億
ド
ル
へ
と
増
大

し
、
そ
の
年
平
均
増
大
率
は
五
%
に
達
す
る
。
し
か
も
、
中
東
の
輸
出
増

大
が
や
や
緩
慢
に
な
っ
て
き
た
一
九
五
八
年
以
降
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
そ

の
増
大
率
は
中
東
の
そ
れ
に
近
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し

て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
額
は
七
六
・
二
億
ド
ル
か
ら
九
一
・
八

億
ド
ル
へ
(
年
増
大
率
二
・
三
%
)
、
ア
ジ
ア
の
そ
れ
は
六

0
・
五
億
ド

ル
か
ら
七
六
・
九
億
ド
ル
へ
(
年
増
大
率
三
%
)
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
と
く
に
、
一
九
五
七
年
以
降
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
額
は

一
九
六
二
年
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
増
大
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
一
九
六

0

年
代
は
じ
め
の
ア
ジ
ア
の
そ
れ
の
増
大
率
は
年
に

0
・
三
%
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
東
は
そ
の
輸
出
の
七
割
を
燃
料
に
依
存

し
て
お
り
、
ま
た
一
九
五
八
年
以
降
の
ア
フ
リ
カ
の
輸
出
額
増
大
の
半
分

以
上
は
燃
料
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
石
油
産
出

国
等
の
一
部
の
国
々
を
除
い
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
の
低
開
発
国
の
輸
出
額
は
き
わ
め
て
緩
慢
に
拡
大
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
、
と
結
論
、
、
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
輸
入
に
お
い
て
は
、
中
東
が
輸
出
同
様
に
も
っ
と
も
よ
く
伸
び

て
お
り
、
一
九
五
三
年
の
二
五
・
二
億
ド
ル
か
ら
一
九
六
二
年
に
は
四
八

・
二
億
ド
ル
ヘ
、
年
平
均
一

0
・
一
%
の
テ
ン
ポ
で
増
大
し
て
き
た
。
こ

の
増
大
率
は
開
発
地
域
の
そ
れ
を
も
う
わ
ま
わ
る
も
の
で
あ
る
Q

中
東
に

続
く
の
が
ア
ジ
ア
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
増
大
率
は
五
・
二
Mm
で
あ
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
年
増
大
率
は
三
・
六
%
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
の
そ
れ
は
三
・
八
%
で
あ
っ
て
、
両
者
と
も
開
発
地
域
の
そ
れ
の
五



低開発地域の貿易第6表

年次|アフリカ[日;i中
輸 出 (f. o. b.) 

5，200 

1953 4，680 7，620 2，830 6，050 

5，340 7，960 3，720 6，840 

1957 5，720 8，650 4，220 7，080 

1958 5，610 8，170 4，690 6，410 

1959 5，900 8.310 4，750 7，210 

1960 6，400 8，600 5.140 7，650 

1961 6.570 8，660 5 ， 2~0 7，500 

1962 6.790 9.180 7，690 

輸 入 (c. i. f. ) 

1948 5，120 6.180 6，010 

1953 5.800 6.530 2.520 7.030 

1955 6.630 7，510 3，090 7，370 

1957 7，540 9.330 3.620 9，480 

1958 7，590 8，520 3.860 8，230 

1959 I 7.250 7，910 4，010 8，440 

1960 8.020 8.240 4.390 9，820 

1961 7，910 8，470 4.590 10.030 

7，680 8.790 4.820 10，300 

(単位 100万ド 3レ〉

分
の
二
前
後
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
額
は

一
九
五
七
年
以
峰
に
は
停
滞
し
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
の
そ
れ
に
つ
い
て
は

一
九
六

0
年
代
は
じ
め
に
は
む
し
ろ
減
少
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中

東
を
除
く
他
の
三
地
域
の
低
い
輸
入
増
加
率
は
、
多
く
の
低
開
発
国
が
岡

際
収
支
の
困
難
に
直
面
し
て
輸
入
を
削
減
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
ら
三
地
域
の
な
か
で
ア
ジ
ア
の
輸
入
が
中
東
に
つ
い
で
よ
く

伸
び
て
い
る
の
は
、
戦
後
ア
ジ
ア
が
世
界
の
低
開
発
地
域
の
な
か
で
も
っ

と
も
早
く
政
治
的
・
国
家
的
独
立
を
か
ち
と
り
、
そ
の
後
経
済
的
独
立
を

達
成
す
べ
く
工
業
発
展
に
大
い
に
努
力
し
て
お
り
、
国
際
収
支
の
困
難
を

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

CI己所〕 第1表に同じ。

承
知
の
上
で
外
国
援
助
等
を
あ
て
に
し
て
機
械
等
の
輸
入
を
拡
大
し
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ア
ジ
ア
の
輸
入
超
過
は
鬼
大
な
額
に
達
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
入
超
額
は
一
九
十
斗
三

t
六
二
午
の
間
に
実
に
一

六
四
億
ド
ル
に
達
し
、
一
九
六
二
年
一
年
間
だ
け
で
も
こ
六
億
ド
ル
以
上

(
輸
出
額
の
一
一
一
分
の
一
)
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド

に
お
い
て
は
一
九
五
八

t
五
九
年
の
国
際
収
支
赤
字
の
七

O
%が
外
国
の

(
1
)
 

援
助
に
よ
っ
て
う
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
か
か
る
外
国
援
助
は
か
え
っ

て
援
助
供
与
問
団
か
ら
の
輸
入
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
以
前
の

援
助
(
借
款
)
の
返
済
期
限
の
到
米
と
と
も
に
そ
の
国
際
収
支
は
ま
す
ま

九
九



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

す
悪
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
イ
ン
ド
は
そ
の
第
三

次
五
カ
年
計
画
(
一
九
六
一

t
六
五
年
)
の
資
金
調
達
計
画
に
お
い
て
当

初
か
ら
調
達
資
金
総
額
の
約
三
O

V

J

(

約
四
六
億
ド
ル
)
の
外
国
援
助
を

(
2
)
 

予
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
か
か
る
援
助
と
貿
易
と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
次
節
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
、
低
開
発
地
域
の
貿
易
を
そ
の
相
手
地
域
別
に
み

て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
資
料
は
一
九
五
七

t
六
三
一
年
の
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
大
勢
を
み
る
の
に
は
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
(
第
七
表

参
照
)
。
ま
ず
輸
出
に
つ
い
て
。
す
で
に
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
に
お
い
て
、
低
開
発

地
域
の
輸
出
額
の
う
ち
そ
の
七
割
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
が
開
発
地
域
に
む

け
ら
れ
て
い
る
と
と
、
社
会
主
義
諸
国
向
け
輸
出
は
急
速
に
拡
大
し
て
き

た
が
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
は
ま
だ
小
さ
い
こ
と
、
そ
し
て
右
の
刈
地
域
向
け

輸
出
に
比
し
て
低
開
発
地
域
内
部
へ
の
輸
出
は
も
っ
と
も
低
い
増
加
率
を

示
L
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
を
低
下
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
知
っ
た
。
低
開
発
地

域
の
開
発
地
域
向
げ
愉
出
の
な
か
で
は
、

E
E
C
と
日
本
へ
の
輸
出
が
よ

く
伸
び
て
い
る
。
と
く
に
日
本
へ
の
輸
出
は
一
九
五
七
・
五
八
年
か
ら
一

九
六
三
年
の
聞
に
約
二
倍
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
日
本
に
匹
敵
す
る
の

は
社
会
主
義
諸
問
の
み
で
あ
る
Q

こ
れ
に
た
い
し
て
、

E
F
T
A
-こ
北
ア

メ
リ
カ
へ
の
輸
出
が
、
と
く
に
北
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
が
低
い
増
大
率
を

示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
低
開
発
地
域
の
輸
出
額
の
う
ち
、

E
E
C

向
け
輸
出
は
一
九
五
七
・
五
八
年
め
二
二
日
ゆ
か
ら
一
九
六
一
一
一
年
ロ
は
二
四

%
台
へ
、
日
本
向
け
輸
出
は
同
じ
期
間
に
四
%
か
ら
七
%
へ
増
大
し
た
の

。。

に
た
い
し
て
、
北
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
ー
は
二
五
%
か
ら
一
二
%
台
へ
、

E
F
T
A
の
そ
れ
は
一
六
%
か
ら
一
五
%
へ
と
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
開
発
地
域
全
体
と
し
て
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
低
開

発
地
域
輸
出
の
七
割
強
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
低
開
発
地
域

の
内
部
輸
出
で
は
、
中
東
?
と
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
が
低
開
発
地
域
輸
出
総
額

の
噌
大
と
ほ
父
問
、
じ
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
低
い
テ
ン
ポ
で
拡

大
し
て
き
て
い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
向
け
輸
出
に
い

た
っ
て
は
一
九
五
七
年
以
降
そ
の
絶
対
額
に
お
い
て
さ
え
減
少
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
が
く
し
て
、
中
東
を
除
い
た
他
の
コ
一
地
誠
一
の
低
開
発
地
域
輸

出
総
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
ー
は
す
べ
て
低
下
す
る
こ
と
に
な
づ
た
。

開
発
地
域
は
ア
フ
リ
カ
輸
出
の
八
割
を
、
な
か
で
も
E
E
C
は
四
割
以

上
(
西
己

1
ロ
ッ
パ
全
体
で
は
一
二
分
の
二
)
を
円
め
て
お
り
、
ラ
テ
ン
・

ア
メ
ワ
方
の
輸
出
に
お
い
て
も
八
割
近
く
を
、
と
く
に
北
ア
メ
リ
カ
は
四

割
前
後
、
西
ヨ

l
ロ
ッ
バ
は
三
割
強
を
占
め
て
い
プ
Q

o

同
様
に
中
東
の
輸

出
の
三
分
の
こ
が
開
発
地
域
に
、
な
か
で
も
三
割
近
く
が
E
E
C
に
(
五

割
近
く
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
)
む
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
輸
出

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
開
発
地
域
が
ア
ジ
ア
輸
出
の
五
割
強
か
ら

六
割
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
c

低
開
発
地
域
の
こ
れ
ら
四
地
域
の
う
ち

開
発
地
域
向
け
輸
出
の
増
大
が
も
っ
と
も
緩
慢
で
あ
る
(
北
ア
メ
リ
カ
向

け
輸
出
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
〉
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
を
除
き
、
他
の

二
一
地
域
一
の
輸
出
に
占
め
る
開
発
地
域
の
シ
ェ
ア
ー
は
す
べ
て
増
大
す
る
傾

内
に
あ
る
c

低
開
発
目
地
域
の
う
ち
対
低
開
発
地
域
輸
出
が
比
較
的
大
き

な
窓
義
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
ア
ジ



低開発地域の地域別貿易(f.o. b. ) 

(単位 100万ドノレ)
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低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

ア
の
輸
出
に
占
め
る
低
開
発
地
域
の
シ
ェ
ア
ー
は
一
九
五
七
年
の
四
割
か

ら
一
九
六
三
年
に
は
ほ
ぼ
一
二
分
の
一
に
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

輸
入
に
お
い
て
も
、
輸
出
と
同
様
に
、
民
開
発
地
域
は
開
発
地
域
に
大

き
く
依
存
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
開
発
地
域
は
ア
フ
リ
カ
の
輸
入
の
八

割
強
(
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
六
割
強
)
を
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
の

八
割
前
後
(
北
ア
メ
リ
カ
が
五
割
前
後
)
を
、
中
東
の
そ
れ
の
七
割
(
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
五
割
弱
)
を
、
ア
ジ
ア
の
そ
れ
の
三
分
の
二
弱
(
商
ヨ

l

ロ
ッ
バ
と
北
ア
メ
リ
カ
と
で
五
割
弱
)
を
占
ゐ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し

て
、
低
開
発
地
域
内
部
か
ら
の
輸
入
は
二
割
強
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
ま
た
最
近
六
年
間
に
一
了
七
倍
に
激
増
し
た
社
含
主
義
諸
国
か
ら
の

そ
れ
も
一
九
六
三
年
で
な
お
一
割
に
み
た
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
わ
れ
わ
れ
は
、
項
を
改
め
て
、
低
開
発
地
域
の
商
品
類
別
貿
易
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

1

林
朋
「
イ
ギ
リ
ス
の
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
」
、
邦
訳
『
ア
ジ
ア
・
ア
7

リ
カ
経
済
特
報
』
第
一
二
十
九
号
、
一
六
ペ
ー
ジ
。

(
2
)

講
座
『
国
際
経
済
、
第
六
巻
『
国
際
経
済
凶
説
一
号
二

0
0ペ
ー
ジ
、

有
斐
閣
。2 

低
開
発
国
貿
易
の
概
観
同

低
開
発
地
域
の
輸
出
額
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
一
次
産
品
で
あ

る
(
第
八
表
参
照
)
。
そ
れ
は
低
開
発
地
域
輸
出
の
八
六
%
前
後
を
占
ゐ

て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
料
と
燃
料
が
そ
れ
ぞ
れ
約
三
割
を
、

原
料
が
二
割
五
分
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ら
が
、
こ
れ
ら
一
次
産
品
の
最

。

近
の
輸
出
は
き
わ
め
て
緩
慢
な
テ
ン
ポ
で
拡
大
し
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

一
次
産
品
の
う
ち
燃
料
は
一
九
五
八

t
六
一
一
一
年
の
閉
じ
年
平
均
五
・
六
対

(
低
隠
発
地
域
の
輸
出
総
額
と
ほ
ど
同
じ
テ
ン
ポ
)
、
原
料
は
年
平
均
四
・

五
%
(
一
九
五
七

t
六
三
年
の
期
間
を
と
れ
ば
年
平
均
一
・
八
係
〉
、
食

料
は
さ
ら
に
低
く
年
平
均
三
%
の
テ
ン
ポ
で
拡
大
し
て
き
た
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
機
械
類
、
そ
の
他
の
製
造
口
問
、
薬
品
類
の
輸
出

は
、
開
発
地
域
の
そ
れ
を
も
う
わ
ま
わ
る
テ
ン
ポ
で
発
展
し
て
き
た
。
こ

れ
は
、
低
開
発
地
域
に
お
け
る
あ
る
程
度
の
工
業
発
撲
を
反
映
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
絶
対
額
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
く
、
低
開
発

地
域
の
輸
出
総
額
に
よ
れ
め
る
そ
れ
ら
の

γ
ェ
ア
ー
は
そ
の
他
の
製
造
品
が

一
O
}
一
一
一
一
%
で
あ
っ
て
、
薬
品
類
と
機
械
類
は
一
%
な
い
し
一
%
未
満

に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
一
次
産
品
輸
出
の
伸
び
悩
み
お
よ
び
機
械
類
、

そ
の
他
の
製
造
品
、
薬
品
類
輸
出
の
急
速
な
発
展
も
、
低
開
発
地
域
全
体

と
し
て
は
、
そ
の
貿
易
の
性
格
を
基
本
的
に
は
何
ら
変
化
さ
せ
る
も
の
で

は
な
い
、
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
一
次
産
品
の
い
JH
め
一
る
シ
ェ
ア
ー
が
一
九

五
八
年
の
八
八
%
か
ら
一
九
六
三
年
の
八
四
%
に
や
や
低
下
し
た
肥
す
ぎ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
次
産
品
以
外
の
商
品
類
の
な
か
で
は
7

て

の
他
の
製
造
品
が
圧
倒
的
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
低
開
発
地
域
の

工
業
発
展
が
主
に
軽
工
業
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
一
示
す
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
他
の
製
造
口
聞
が
輸
出
の
な
か
で
あ
る
程
度
の

役
劃
を
は
た
し
、
そ
の
シ
ェ
ア
ー
を
し
だ
い
に
増
大
さ
せ
て
き
て
い
る
の

は
、
ア
ジ
ア
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
低
開
発
地
域
の
一
次
産
品
輸
出
を
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ



低開発地域の商品類別貿易 (f.o. b. ) 第8表

(単位 100万わけ

料 I 薬品類 I 機械類 製その造他品の ! 

輪 出

1957 25，440 8，250 6，890 7，000 乙77

1958 24，760 8，160 6，240 7，430 230 150 2，400 

1959 25，750 7，830 7，180 7，360 155 2，850 

1960 27，350 8，070 7，640 7，650 290 190 3，360 

1961 27，650 8，040 7，360 8，100 320 225 3，430 

1962 28，900 8，440 7，320 8，780 345 270 3，620 

1963 31， 490 9，370 7，640 9，520 375 290 4，140 

輸 入

1957 27，870 4，380 1，910 広剛! 8，300 

1958 26，450 4，330 1， 640 3，020 1，920 7，570 7，500 

1959 26，020 4，280 1，860 2，850 2，010 7，350 7，210 

1960 28，430 4，660 2，140 2，900 2，200 8，030 8，070 

1961 29，350 4，640 2，080 3，000 2，370 8，560 8，170 

29，610 4，720 2，170 3，080 2，440 8，050 

1963 31， 310 5，260 2，210 3，050 2，550 9.250 8.400 

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

E出所〕 第7表に同じ。

ン
・
ア
メ
リ
カ
、
中
東
に
わ
け
て
み
る
と
、
世
界
輸
出

総
額
の
増
大
率
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
の
は
ア
フ
リ
カ

の
燃
料
の
み
で
あ
り
(
そ
れ
は
一
九
五
七

t
六
三
年
の

聞
に
驚
く
な
か
れ
二

O
倍
以
上
に
激
増
し
た
)
、
そ
し

て
中
東
の
燃
料
が
世
界
輸
出
総
額
に
ほ
ぼ
近
い
増
大
率

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
一
次
産
品
は
多

か
れ
少
か
れ
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
な
か
で
も
ア
ジ
ア
の

燃
料
と
原
料
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
食
料
と
燃
料
、

ア
フ
リ
カ
の
原
料
と
食
料
、
中
東
の
原
料
が
伸
び
て
い

な
い
。
こ
の
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
中
東
の
燃
料
を

除
き
一
次
産
口
聞
の
輸
出
が
全
体
と
し
て
伸
び
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
、
低
開
発
地
域
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な

問
題
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
低
開
発
国
の
当
面
の
主
要
課
題
で
あ
る
経
済
的
独

立
と
く
に
工
業
発
展
を
達
成
す
る
た
め
に
は
外
国
か
ら

機
械
等
の
生
産
手
段
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
輸
出
の
き
わ
め
て
緩
慢
な
拡
大
は
そ
の
た
め
に
必

要
な
外
貨
を
充
分
に
獲
得
で
き
ず
、
そ
の
輸
入
を
削
減

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
経
済
的
独

立
と
く
に
工
業
発
展
も
ま
す
ま
す
見
通
し
の
暗
い
も
の

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
輸
出
の
緩
慢
な
拡
大
が
輸
入
に
も
影
響

し
て
い
る
。
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六
三
一
年
の
問
に
、

二

O
コ一



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

輸
入
総
額
は
年
平
均
二
・
一
%
の
テ
ン
ポ
で
拡
大
し
て
き
た
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
う
ち
相
対
的
に
伸
び
の
い
ち
じ
る
し
い
の
は
、
薬
品
類
の
年
平

均
増
大
率
四
・
六
%
、
機
械
類
の
そ
れ
の
二
一
・
六
%
、
食
料
の
そ
れ
の
一
一
一

・
三
%
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
に
は
低
開
発
地
域
輸
入
総
額
の
コ
一
O
%
を

占
め
て
い
た
そ
の
他
の
製
造
口
問
は
、
年
平
均
0
・
二
%
の
テ
ン
ポ
で
拡
大

し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
シ
ェ
ア
l
は
一
九
六
三
年
に
は
二
七
%
に
低
下
し

た
。
逆
に
機
械
類
の
シ
ェ
ア
l
は
同
じ
期
間
に
二
七
%
か
ら
二
一
O
%
に
増

大
し
た
。
こ
の
両
者
が
低
開
発
地
域
輸
入
総
額
の
平
均
五
七
%
を
占
め
て

い
る
o

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
中
東
の
い
ず
れ
の

地
域
に
お
い
て
も
、
機
械
類
の
シ
ェ
ア

1
は
増
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
シ
ェ
ア

l
の
増
大
も
右
の
各
地
域
の
輸
入
全
体
が
き
わ
め
て
緩
慢
に

拡
大
し
て
い
る
な
か
で
の
増
大
で
あ
る
た
め
、
そ
の
絶
対
額
に
お
け
る
増

大
は
た
い
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
比
較
的
よ
く
仲
び
て
い
る
の
は

ア
ジ
ア
と
中
東
の
み
で
あ
っ
て
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
い
た
っ
て
は
ま

っ
た
く
停
滞
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
相
対
的
に
も
っ
と
も
い
ち
じ
る

し
い
増
大
率
を
示
し
た
薬
品
類
の
シ
ェ
ア
l
は
七

t
八
台
に
す
ぎ
な
い
。

機
械
類
輸
入
の
相
対
的
に
い
ち
じ
る
し
い
増
大
と
な
ら
ん
で
注
目
す
べ

き
事
実
は
、
食
料
の
輸
入
増
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
薬
品
類
、
機
械
類
に
つ

い
で
高
い
増
大
率
を
示
し
、
輸
入
総
額
の
平
均
一
六
%
を
占
め
て
い
る
。

し
か
も
、
低
開
発
地
域
の
輸
入
す
る
食
料
の
ほ
三
一
一
一
分
の
二
は
開
発
地
域

か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
開
発
地
域
か
ら
の
食
料
輸
入
は
増
大
傾
向

を
た
ど
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
低
開
発
地
域
内
部
か
ら
の
そ
れ
は
停
滞

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
低
開
発
国
は
一
次
産
品
の
生
産
国
で
あ
り
、
そ
の

0 
四

輸
出
総
額
の
八
六
%
前
後
が
一
次
産
品
に
依
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
食
料
が
輸
入
総
額
の
一
六
%
を
占
め
、
し
か
も
開
発
地
域
か
ら
の
そ

れ
が
し
だ
い
に
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
外
貨
を
食
料
輸
入
に
さ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
に
、
工
業
発
展
を
め
ざ
し
て
い
る
低
開
発
国
の
一
つ
の
問
題
点
が
存

す
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
問
題
点
は
、
低
開
発
国
が
そ
の
経
済
的
独
立
と

く
に
工
業
発
展
に
必
要
な
資
本
お
よ
び
生
産
手
段
に
不
足
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
開
発
諸
国
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
ヮ
て
開
発
諸
国
へ

の
従
属
を
容
易
に
は
た
ち
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
別
の
側
面
に
す
ぎ
な

い
、
と
も
い
え
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
は
開
発
諸
国
と
く
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
落
大
な
額
の
援
助
を
う
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
一
年
か
ら
一
九

六
コ
一
年
ま
で
の
一
一
一
年
間
に
、
イ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
援
助
供
与
方
式

に
よ
っ
て
う
け
と
づ
た
食
料
の
総
計
は
、
小
麦
お
よ
び
小
麦
粉
一
九
一
二
O

万
ト
ン
、
米
八
四
万
ト
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
お
よ
び
そ
の
他
の
穀
物
六
一

万
九

0
0
0ト
ン
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
の
食
料
に
原
綿
、
タ
バ
コ
の
葉
、

大
豆
油
、
粉
乳
等
を
加
え
る
と
、
実
に
総
額
七
九
億
八

0
0
0万
ル
ピ
ー

に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
か
か
る
大
量
の
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
売
却
は
、
イ

ン
ド
の
農
業
に
破
壊
的
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
か
く
し
て
、
イ
ン
ド
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
援
助
を
う
け
る
に
つ
れ
て
、
ま
ず
食
料
の
面
で
の
ア
メ
リ
カ

(
3
)
 

へ
の
依
存
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(
3
)

岡
倉
吉
志
郎
・
蝋
山
芳
郎
編
著
『
新
植
民
地
主
義
』
、
七
回

t
七
五
ベ

ー
ジ
、
岩
波
書
居
。
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低
開
発
国
貿
易
の
主
要
な
問
題
点

低
開
発
国
貿
易
の
拡
大
の
緩
慢
化
は
主
に
一
次
産
品
輸
出
の
伸
び
悩
み

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
低
開
発
国
の
一
次
産
品
と
く
に
食
料
お

よ
び
農
産
物
原
料
の
輸
出
の
伸
び
悩
み
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
働
い
て

い
る
。
第
一
に
、
農
産
物
原
料
は
一
連
の
合
成
化
学
工
業
の
発
展
に
よ
っ

て
い
ち
じ
る
し
く
打
撃
を
う
け
た
。
例
え
ば
合
成
ゴ
ム
、
合
成
繊
維
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
合
成
洗
剤
な
ど
が
一
連
の
商
品
の
伝
統
的
市
場
を
侵
害
し

た
。
さ
ら
に
技
術
の
発
展
が
原
料
使
用
の
い
っ
そ
う
の
節
約
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
開
発
諸
国
で
行
わ
れ
て
い
る
農
業
保
護
政

策
で
あ
る
。
開
発
諸
同
は
関
税
や
数
量
制
限
な
ど
の
保
護
政
策
を
も
う
け

て
自
国
の
一
次
産
品
生
産
の
拡
大
を
有
利
に
し
て
き
た
。
か
か
る
白
給
化

政
策
の
も
っ
と
も
効
果
の
大
き
か
っ
た
の
は
穀
物
で
あ
る
。
第
三
一
に
、
開

発
諸
国
と
く
に
ア
メ
リ
カ
が
農
産
物
を
大
量
に
輸
出
し
た
こ
と
で
あ
る
o

ア
メ
ロ
カ
農
産
物
ほ
低
開
発
国
の
対
外
市
場
を
奪
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

低
間
開
発
国
の
園
内
市
場
に
も
大
量
に
進
出
し
て
い
る
。
前
項
の
イ
ン
ド
の

場
合
は
そ
の
い
ち
じ
る
し
い
例
で
あ
る
。

だ
が
、
低
開
発
地
域
の
一
次
産
品
輸
出
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
要
因
よ
り

も
さ
ら
に
大
き
な
問
題
は
、
そ
の
単
位
価
格
の
低
下
で
あ
る
。
以
下
、
低

開
発
地
域
の
輸
出
単
位
価
格
の
低
下
お
よ
び
交
易
条
件
の
悪
化
を
開
発
地

域
の
そ
れ
ら
の
動
向
と
の
対
比
に
お
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
九
表
が
示
す
よ
う
に
、
低
開
発
地
域
の
輸
出
口
問
の
単
位
価
格
は
、
一

九
瓦
八
年
を
基
冷
と
す
る
指
数
で
、
一
九
冗
五
年
の
一

O
五
か
ら
一
九
六

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

|錦 I 97 I 96 

第9表世界の輸出入単位価格指数 (1958年 ~100)
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二
年
に
は
九
三
一
へ
と
、
一
一
%
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い

し
て
、
開
発
地
域
の
そ
れ
は
同
じ
期
間
に
九
七
か
ら
一

O
一
へ
騰
貴
し

た
。
他
方
、
輸
入
口
問
の
単
位
価
格
に
つ
い
て
は
、
低
開
発
地
域
の
そ
れ
が
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非鉄基礎金属

開発地域

1E開発地域

〔註〕

二
O
Jハ

一
九
五
五
年
の
九
八
か
ら
一
九
五
七
年
に
は
一
O
三

に
騰
貴
し
、
そ
の
後
ば
一
九
五
五
年
の
指
数
を
維
持

し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
開
発
地
域
の
そ
れ
は
一
O

一
か
ら
九
六
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
低
開

発
地
域
の
主
要
輸
出
品
で
あ
る
一
次
産
品
の
価
格
が

し
だ
い
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
大
量

に
輸
入
す
る
工
業
品
の
価
格
が
じ
り
じ
り
と
騰
貴
し

て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
別
の
資
料
に

よ
れ
ば
、
低
開
発
地
域
の
開
発
地
域
向
け
輸
出
の
単

位
価
格
は
一
九
五
五
年
の
一
O
五
か
ら
一
九
六
二
年

に
は
九
二
へ
と
低
下
し
、
開
発
地
域
の
低
開
発
地
域

向
け
輸
出
の
そ
れ
は
逆
に
九
五
か
ら
一
O
一
へ
騰
貴

し
て
い
る
o

と
く
に
、
低
開
発
地
域
が
開
発
地
域
か

ら
輸
入
す
る
機
械
類
の
価
格
は
、
八
九
か
ら
一
O
六

(
4
)
 

へ
と
大
幅
に
騰
貴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
一
次
産
品
の
み
を
と
っ
て

も
、
低
開
発
地
域
の
輸
出
価
格
は
開
発
地
域
の
そ
れ

よ
り
も
い
っ
そ
う
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
一

O
表
参
照
)
O

か
く
し
て
、
低
開
発
地
域
の
交
易
条
件
ば
一
九
五

五
年
の
一
O
八
か
ら
一
九
六
二
年
に
は
九
五
へ
と
、

約
二
一
%
悪
化
し
、
逆
に
開
発
地
域
の
そ
れ
は
九
六

か
ら
一
O
五
へ
と
、
一
O
%
近
く
も
好
転
し
た
の
で



あ
る
。
か
か
る
交
易
条
件
の
悪
化
に
よ
る
低
開
発
地
域
の
損
失
を
計
算
す

(
5
)
 

る
と
、
一
九
六
二
年
の
み
で
約
三
四
億
ド
ル
に
達
す
る
。
こ
の
額
は
同
じ

年
の
低
開
地
域
輸
出
総
額
の
約
一
一
一
%
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

算
出
し
た
低
開
発
地
域
の
損
失
は
一
九
五
五
年
を
基
準
、
と
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
一
九
五
五
年
に
お
け
る
不
利
な
状
態
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
九
五
五
年
に
お
け
る
不
利
な
状
態
を
も
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
低
開
発
地
域
の
損
失
は
強
大
な
額
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
ソ

連
の
「
世
界
経
済
・
国
際
関
係
」
研
究
所
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
低
開
発
地

域
が
交
易
条
件
の
悪
化
に
よ
っ
て
毎
年
喪
失
し
て
い
る
額
は
、
一
回

O
I

(
6
)
 

一
六

O
億
ド
ル
に
も
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

E
E
C
の
ハ
ル

シ
ュ
タ
イ
ン
議
長
で
さ
え
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
|
|
白
「
発
展
し
つ
つ
あ
る
諸
国
に
た
い
し
て
自
由
諸
国

が
あ
ら
ゆ
る
財
政
援
助
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ら
諸
国
が
世
界

市
場
に
お
け
る
原
料
価
格
の
下
落
の
結
果
に
よ
っ
て
こ
う
む
っ
た
損
失
を

(
7
)
 

つ
ぐ
な
い
さ
え
も
し
な
か
っ
た
」
と
。

交
易
条
件
の
悪
化
に
よ
る
損
失
を
個
々
の
闘
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
問
題

は
さ
ら
に
深
刻
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
ト
ン
の
鋼
材
を
輸
入
す
る
の
に
、

ガ
l
ナ
の
コ
コ
ア
は
一
九
五
一
年
に
は
二

O
二
ポ
ン
ド
を
輸
出
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
に
一
九
六
一
年
に
は
五
七
一
ポ
ン
ド
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
は
同
じ
期
聞
に
一
五
八
ポ
ン
ド
か
ら

三
八

0
ポ
ン
ド
へ
、
マ
ラ
ヤ
の
ゴ
ム
は
二
三
一
ポ
ン
ド
か
ら
四
四
一
ポ
ン

ド
へ
と
そ
の
必
要
量
が
増
加
し
て
い
る
。
ガ
l
ナ
の
コ
コ
ア
は
単
位
価
格

の
低
下
の
も
っ
と
も
激
し
か
っ
た
商
品
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
輸
出
価

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

格
は
一
九
五
四
年
を
一

O
Oと
す
る
と
、
一
九
五
八
年
八

O
、
一
九
六

O

年
五
五
、
一
九
六
二
年
四

O
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
価
格
下
落
に
よ
り
ガ

1
ナ
は
一
九
六
二
年
一
年
間
で
一
億
ポ
ン
ド
の
損
失
を
、
一
九
五
五

t
六

(
8
)
 

二
年
の
八
年
間
で
約
四
億
ポ
ン
ド
の
損
失
を
こ
う
む
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
低
開
発
地
域
の
一
次
産
品
の
輸
出
価
格
の
低
落
は
開
発
諸

国
の
独
占
体
に
よ
る
市
場
操
作
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

石
油
ト
ラ
ス
ト
は
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
石
油
資
源
独
占
の
特
殊
な
立
場
を

利
用
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
原
油
の
輸
出
価
格
を
切
り
下
げ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六

O
年
の

間
に
、
ア
メ
リ
カ
石
油
独
占
体
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
原
油
の
輸
出
価
格
を
一
一
一

一
・
八
%
切
り
下
げ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

原
油
輸
出
量
は
一
九
五
八
年
よ
り
四
%
増
大
し
た
が
、
輸
出
額
は
か
え
っ

て
一
一
一
・
一
五
億
ド
ル
か
ら
二
・
六
億
ド
ル
に
減
少
し
た
。
そ
の
後
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
の
抗
議
に
よ
り
、
価
格
は
若
干
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
六
三
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
原
油
輸
出
量
は
一
九
五
八
年
の
一

O
一一一

M

初
で
あ
っ
た
が
、
輸
出
額
は
や
は
り
こ
・
六
九
億
ド
ル
に
す
ぎ
ず
、
一
九

五
八
年
よ
り
大
き
く
後
退
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
は
そ
の

東
南
ア
ジ
ア
ゴ
ム
の
主
要
輸
入
国
の
地
位
を
利
用
し
て
、
天
然
ゴ
ム
市
場

を
操
作
し
、
か
か
え
こ
み
ゴ
ム
の
投
売
り
と
合
成
ゴ
ム
の
価
格
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
ゴ
ム
の
価
格
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
マ
ラ
ヤ
ゴ
ム
は
一
九
六

O

年
の
価
格
を
一

O
Oと
す
る
と
、
一
九
六
一
年
に
は
七
七
に
下
り
、
一
九

六
三
年
に
は
六
六
ま
で
下
落

L
K。
と
く
に
一
九
六
三
年
に
ア
メ
リ
カ
が

合
成
ゴ
ム
の
価
格
の
引
き
下
げ
を
発
表
し
て
か
ら
、
天
然
ゴ
ム
の
価
格
下

二
O
七



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

落
は
一
一
層
ひ
ど
く
な
り
、
一
九
六
四
年
は
じ
め
に
は
マ
ラ
ヤ
ゴ
ム
の
価
格

〈

9
)

指
数
は
五
七
と
い
う
空
前
の
低
さ
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。

ま
た
開
発
諸
国
は
、
一
次
産
品
の
買
い
付
け
お
よ
び
買
い
付
け
価
格
を

つ
う
じ
て
低
開
発
国
の
自
国
に
た
い
す
る
経
済
的
従
属
を
維
持
・
強
化
し

て
い
る
0

フ
ラ
ン
ス
は
、
ア
フ
リ
カ
の
旧
植
民
地
の
一
連
の
生
産
物
に
た

い
し
て
水
ま
し
し
た
価
格
を
保
証
し
て
お
り
、
ま
た
一
定
量
の
買
い
付
け

も
保
証
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
特
別
の
「
安
定
局
」
を
つ
う
じ
て
、

世
界
価
格
よ
り
も
高
い
価
格
で
ア
フ
リ
カ
の
一
次
産
品
を
輸
入
し
て
い

る
。
一
次
産
品
の
一
定
水
準
の
価
格
を
維
持
す
る
た
め
の
支
出
は
、
フ
ラ

ン
ス
人
民
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
「
忠
誠
に
た
い
す
る
報
酬
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
ギ
ニ
ア
は
、
独
立
を
宣
言
し
た
そ
の
日
か
ら
、
こ
の
「
報

酬
」
を
失
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
他
の
諸
国
へ
の
「
警
告
」
と
し
て
、

一
九
六
一
年
末
に
コ
ー
ヒ
ー
価
格
を
六
%
引
き
下
げ
た
。
そ
の
代
り
、
フ

ラ
ン
ス
に
「
忠
誠
な
」
諸
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
っ
て
高
い
水
準
に

維
持
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ヒ
ー
価
格
か
ら
か
な
り
の
特
典
を
う
け
て
い
る
。

だ
が
、
利
益
を
え
て
い
る
の
は
外
国
の
貿
易
会
社
と
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ヨ
ン

(
凶
)

経
営
者
、
そ
し
て
さ
ら
に
現
地
の
農
業
資
本
家
だ
け
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

は
、
か
か
る
方
策
に
よ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
伝
統
的
輸
出
品
の
生
産

を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
(
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
経
済
の
温
存
・
強
化
て
そ
の

経
済
的
従
属
を
維
持
・
強
化
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
済
的
独
立
、
民

族
経
済
の
自
主
的
発
展
を
妨
げ
て
い
る
の
で
あ
る
o

以
上
を
要
す
る
に
、
低
開
発
国
の
経
済
的
独
立
と
民
族
経
済
の
自
主
的

二
O
八

発
展
に
は
、
と
く
に
そ
の
主
要
な
基
礎
を
な
す
工
業
発
展
(
な
か
で
も
基

幹
工
業
の
創
設
)
に
は
巨
額
の
資
本
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
園
内
に
は
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
低
開
発
国
は
そ
の
主
要
輸
出
品

で
あ
る
一
次
産
品
の
輸
出
代
金
で
極
力
こ
の
不
足
を
カ
ヴ
ァ
l
し
よ
う
と

す
る
が
、
一
次
産
品
輸
出
は
代
替
口
聞
の
登
場
な
ど
に
よ
っ
て
思
う
よ
う
に

進
展
し
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
輸
出
価
格
の
慢
性
的
な
低
下
傾
向
お
よ
び

大
量
に
輸
入
す
る
機
械
等
の
生
産
手
段
の
価
格
の
騰
貴
傾
向
に
よ
っ
て
そ

の
貿
易
収
支
の
悪
化
は
ま
ず
ま
ず
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

も
、
工
業
発
展
の
た
め
に
必
要
な
外
貨
を
特
産
物
の
生
産
・
輸
出
増
加
で

獲
得
し
よ
う
と
す
る
努
力
自
体
が
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
経
済
の
克
服
ど
こ
ろ

か
、
逆
に
そ
の
温
存
・
強
化
を
ま
ね
き
、
経
済
の
多
様
化
と
い
う
経
済
的

独
立
の
い
ま
一
つ
の
主
要
目
標
と
抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
低
開
発
国
は
そ
の
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
を
達
成
す
る

た
め
に
は
一
次
産
品
の
生
産
・
輸
出
を
拡
大
し
な
け
れ
げ
な
ら
な
い
が
、
か

か
る
一
次
産
品
部
門
の
強
化
・
発
展
は
そ
の
当
面
の
主
要
課
題
で
あ
る
工

業
発
展
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
|
↓

資
本
の
不
足
l
↓
一
次
産
品
の
生
産
・
輸
出
増
加
|
↓
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア

経
済
の
温
存
・
強
化
i
↓
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
に
逆
行
。
一
一
次

産
業
の
発
展
(
工
業
発
展
)
を
達
成
す
る
た
め
に
一
次
産
業
を
発
展
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
悪
循
環
こ
そ
、
現
在
低
開
発
国
が
当
面
し

て
い
る
最
大
の
問
題
点
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
か
か
る
悪
循
環
の
も
と

で
は
、
一
次
産
品
と
工
業
品
と
の
価
格
差
(
シ
ェ

I
レ
)
の
拡
大
、
交
易

条
件
の
悪
化
は
必
然
的
に
進
行
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、
低
開
発
国
は



そ
の
経
済
的
独
立
を
断
念
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
、
低
開
発

出
が
そ
の
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
に
熱
心
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

交
易
条
件
の
悪
化
は
進
行
し
、
開
発
諸
凶
と
く
に
帝
国
主
J

示
諸
国
か
ら
ま

す
ま
す
収
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
zM

旧
国
主
義
諸
問
の
側
か
ら
す
れ

ば
、
右
の
悪
循
環
を
利
用
し
て
収
奪
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
化
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

右
の
悪
循
環
を
利
用
し
て
の
帝
国
主
義
諸
国
か
ら
の
収
奪
は
、
低
開
発

国
に
お
い
て
植
民
地
理
経
済
構
造
が
基
本
的
に
存
続
し
て
い
る
か
ぎ
り
な

く
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
低
開
発
国
が
そ
の
槌
民
地
型

経
済
構
造
を
基
本
的
に
残
存
さ
せ
て
い
る
か
ぎ
り
、
対
外
的
な
商
品
の
流

れ
を
つ
う
じ
て
徐
々
に
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
を
達
成
し
よ
う
と

す
る
努
力
は
き
わ
め
て
大
き
な
困
難
に
当
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

る
o

そ
こ
で
右
の
悪
悪
循
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
一
方
で
は
、
自
力
更

生
・
自
力
建
設
と
い
う
原
則
の
も
と
に
帝
国
主
義
と
徹
』
民
的
に
斗
争
し
、

園
内
の
槌
民
地
型
経
済
構
造
、
既
存
の
生
産
諸
関
係
を
根
本
的
に
変
革
し

て
経
済
的
独
立
と
民
族
経
済
の
白
主
的
発
展
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
方

法
、
他
方
で
は
、
国
内
の
生
産
諸
関
係
を
根
本
的
に
変
革
す
る
こ
と
な

く
、
開
発
諸
国
と
く
に
帝
国
主
義
諸
同
ま
た
は
国
際
機
関
か
ら
の
経
済
・

技
術
援
助
、
借
款
の
獲
得
、
外
資
導
入
に
よ
っ
て
経
済
的
独
立
と
く
に
工

業
発
展
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
き
た
。
前
者
は
中
園
、

朝
鮮
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
キ
ュ
ー
バ
の
よ
う
に
社
会
主
義
的
発
展
の
道
を
歩

ん
で
い
る
国
々
に
お
い
て
と
ら
れ
て
い
る
コ
l
ス
で
あ
り
、
後
者
は
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
低
開
発
固
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
コ

1
ス
で
あ
る
。
ま

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

た
前
者
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
低
開
発
国
の
労
働
者
、
農
民
を
中
心
と
す

る
人
民
の
主
張
す
る
道
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
ら
諸
国
の
支
配
層
、
す
な

わ
ち
大
ブ
ル
ジ
迂
ア
ジ

i

(
と
く
に
買
弁
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
ペ
封
建
的

大
地
主
階
級
、
反
動
的
な
軍
部
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
る
道

で
あ
る
。
帝
川
山
主
義
諸
国
は
後
者
の
道
を
支
持
し
て
、
匠
'
織
の
援
助
を
低

開
発
国
に
あ
た
え
て
い
る
o

帝
国
主
義
諸
国
に
お
い
て
も
て
は
や
さ
れ
て

い
る
「
開
発
理
論
」
お
よ
び
「
低
開
発
国
援
助
」
の
諸
政
策
の
「
大
義
名

分
」
(
「
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
L

か
ら
「
進
歩
の
た
め
の
同
盟
」
、
「
南
北

構
想
L

に
い
た
る
ま
で
の
〉
も
、
右
の
今
日
忠
偏
還
の
打
開
に
お
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
帝
国
主
義
諮
問
か
ら
の
援
助
、
外
資
導
入
が
は
た
し
て

よ
く
低
開
発
国
の
悪
循
環
を
打
破
し
て
、
経
済
的
独
立
の
達
成
を
促
進
し

う
る
か
ど
う
か
を
、
次
節
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
4
)
C
・
2
・・

z
o
E
E吋
回
三
回
otp
。
同
印
計
三
宮
立
の
r
Fロ
信
仰
ミ
呂
田
u-

的

H
u
o
n
U
H
1
F
V
M
O
国・

(
5
)

交
易
条
件
の
悪
化
に
よ
る
低
開
発
地
域
の
損
失
額
の
算
出
方
法
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
五
五
一
t
六
二
年
の
間
の
輸
出
単
位
価
格
一
一
・
四

日
%
の
低
下
に
よ
り
一
九
六
二
年
の
輸
出
の
損
失
額
は
三
七
・
四
億
ド
y
、
同

じ
期
間
の
輸
入
単
位
価
格
一
一
%
の
低
下
に
よ
り
一
九
六
二
年
の
輸
入
の
利
益

額
は
一
ニ
・
二
億
ド
戸
、
差
引
き
三
回
・
一
一
億
ド
ル
の
損
失
と
な
る
。

〈

6
)

世
界
経
済
・
国
際
関
係
研
究
所
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
帝
国
主
義

的
「
統
合
』

(
B
E
C
〉
に
つ
い
て
L

、
一
九
六
二
年
八
月
、
屯
ス
ク
ワ
。

(
7
)

岡
倉
・
蝋
山
編
著
、
前
倒
制
導
、
一
…
五
九
ペ
ー
ジ
。

二
O
九



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

(
8
)

堀
中
浩
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
貿
易
に
つ
い
て
し
、
月
刊
『
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
』
一
九
六
五
年
三
月
号
、
一
一
一
一

t
一
四
ペ
ー
ジ
。

(
9
)

許
半
文
「
ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
貿
易
拡
張
活
動
」

邦
訳
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
経
済
特
報
』
第
三
十
九
号
、
九
ペ
ー
ジ
。

(
刊
)
ア
・
ソ
ロ
ニ
ツ
キ
1

「
フ
ラ
ン
ス
新
植
民
地
主
義
の
実
態
」
、
邦
訳
、

前
掲
誌
第
一
一
一
十
号
、
一
一

t
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

四

外
国
の
援
助
お
よ
び
民
間
資
本
輸
出

外
国
援
助

開
発
諸
国
の
対
低
開
発
国
援
助
は
、
第
一
一
表
の
一
示
す
と
お
り
、
一
九

五
六
年
の
一
三
一
・
七
億
ド
ル
か
ら
一
九
六
二
年
に
は
六

0
・
二
億
ド
ル
へ

と
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
て
い
る
o

そ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
は
同
じ
期
間
に

二
0
・
一
億
ド
ル
か
ら
三
五
・
四
億
ド
ル
ヘ
(
増
大
率
七
七
%
)
、
ア
メ

リ
カ
以
外
の

O
E
C
D
諸
国
合
計
は
二
了
六
億
ド
ル
か
ら
二
回
・
八
億

ド
ル
へ
(
同
じ
く
九
六
%
)
と
拡
大
し
て
き
た
。
そ
し
て
一
九
五
六

t
六

二
年
の
間
の

O
E
C
D
諸
国
の
援
助
額
総
計
は
二
一
二
九
億
ド
ル
を
こ
え
て

い
る
。
そ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
が
五
七
%
(
一
八
六
・
六
億
ド
ル
)
を
占

め
、
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
が
一
八
%
(
五
九
・
七
億
ド
ル
)
、
西
ド
イ
ツ
が

八
%
、
イ
ギ
リ
ス
、
が
七
%
を
占
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
か
か
る
開
発
諸
国
の
越
大
な
額
の
援
助
は
、
低
開
発
国
の

経
済
的
独
立
を
促
進
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
開
発
諸
国
は
そ
の
援
助

を
利
用
し
て
低
開
発
国
市
場
に
進
出
し
て
、
従
属
を
維
持
・
強
化
し
て
い

二一

O

主要資本主義諸国の低開発国援助(政府援助・純額)

(単位 100万ドノレ)

1 1附 1 1957 1 附 1 1抑 1 1附 I 1鉛1 1 1悶 |望吋

アメリカ 2，0061 2，0911 2，4101 2，3221 2，8011 3，4881 3，5421 18，660 
11) 

アメリカ以外の諸国 1， 2641 1， 7681 1， 9711 2，0271 2，1411 2，6281 2，4751 14.274 

イギリス 2051 2341 2761 3771 4071 4401 4211 2，360 

フランス 6481 8191 8841 8321 8481 9471 9951 5.973 

西ドイツ 1611 2981 2801 3251 3441 6151 450! 2.473 

日本 941 921 2851 1521 1451 2211 1681 1， 157 

イ F リア 431 1641 731 941 1031 851 1101 672 

カナ 17: 1 291 481 92! 601 751 621 541 420 

ベノレギー 201 201 231 791 1011 921 971 432 

オヲン !I-' 481 231 391 501 471 691 861 362 

第11表

(1) 表示した諸国のほか，オ{ストヲリア，デンマ戸グ，ノノレウェ戸，ポノレトガノレ，スウェ

F デン，スイスを含む。

〔出所〕 大阪市立大学経済研究所『アジアにおける国家資本主義の研究~. 133ペ戸ジ，日本評論社。

E註〕



る
の
で
あ
る
。
と
く
に
最
大
の
援
助
供
与
国
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
援
助
を

利
用
し
て
対
低
開
発
国
貿
易
を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
も
っ
と
も
よ
い
例

は
ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
進
出
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
の
ア

メ
リ
カ
の
対
イ
ン
ド
輸
出
の
八

O
%は
援
助
の
名
目
で
イ
ン
ド
に
送
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
対
パ
キ
ス
タ
ン
輸
出
で
も
約
七

O
%が
援
助
を
利
用
し

て
い
る
。
同
様
に
、
一
九
六
三
年
の
対
雨
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
輸
出
の
一
一
一
分
の
二

が
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

ま
た
ラ
オ
ス
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
一
九
六

三
年
に
「
ア
メ
リ
カ
品
輸
入
計
画
」
を
開
始
し
て
か
ら
、
ラ
オ
ス
の
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
輸
入
は
激
増
し
、
一
九
六
二
年
の
三
二

O
万
ド
ル
か
ら
七
回

O
万
ド
ル
に
ふ
え
て
、
一
九
六
三
年
末
に
な
る
と
ア
メ
リ
カ
は
ラ
オ
ス
市

場
の
三
分
の
一
以
上
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ

カ
は
援
助
を
利
用
し
て
大
い
に
そ
の
尚
品
輸
出
を
有
利
に
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
と
く
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
余
剰

農
産
物
援
助
で
あ
る
。
刈
え
ば
、
イ
ン
ド
で
は
、
前
節
で
す
で
に
ふ
れ
た

よ
う
に
、
近
年
ア
メ
リ
カ
余
剰
農
産
物
の
輸
入
は
た
え
ず
増
加
し
て
お
り
、

小
麦
と
米
の
三
種
の
食
料
だ
け
で
も
一
九
六
二
年
に
は
二
・
四
億
ド
ル
に

達
し
、
一
九
九
ハ
ゴ
一
年
に
は
さ
ら
に
三
億
ド
ル
以
上
に
ふ
え
た
o

パ
キ
ス
タ

ン
で
も
、
メ
コ
ン
・
デ
ル
タ
の
「
穀
倉
」
を
も
っ
市
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
も
、

ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
輸
入
は
増
加
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
よ
う
な

援
助
に
も
と
づ
く
農
産
物
輸
出
は
、
し
ば
し
ば
世
界
価
格
を
五
割
も
う
わ

ま
わ
る
価
格
で
引
き
渡
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
輸
入
国
自
身
の
農
業
を

破
壊
し
、
近
隣
の
農
産
物
供
給
闘
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ア

メ
リ
カ
は
、
農
産
物
だ
け
で
は
な
く
、
大
量
の
旧
式
設
備
、
一
般
工
業

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

口
問
、
ぜ
い
た
く
口
聞
を
も
援
助
に
か
こ
つ
け
て
東
南
ア
ジ
ア
に
輸
出
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
輸
出
す
る
鉄
鋼
は
全
部
援
助
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
イ
ン
ド
に
輸
出
す
る
製
口
問
も
、
多
く
が
こ

の
よ
う
に
し
て
輸
出
さ
れ
、
イ
ン
ド
が
輸
入
を
制
限
あ
る
い
は
禁
止
し
て

い
る
商
品
き
え
も
、
こ
う
し
て
イ
ン
ド
市
場
に
進
出
す
る
こ
と
、
が
で
き

た
。
し
か
も
、
そ
の
価
格
は
世
界
価
格
を
う
わ
ま
わ
る
も
の
で
あ
り
、
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
が
東
南
ア
ジ
ア
へ
輸
出
す
る
白
動
車
は
一
台
一
一
一
一
一
一

0
ド

ル
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
動
車
の
一
四
四
八
ド
ル
に
比
し
て
五
割
も
高
い

J

ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
す
る
価
格
よ

り
も
ま
だ
高
い
の
で
あ
ろ
。

援
幼
を
利
用
し
て
の
輸
出
促
進
は
、
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
多
か

れ
少
か
れ
他
の
地
域
の
低
開
発
国
に
た
い
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諮
問
や
日
本
な
ど
に
よ

っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
フ
リ
カ
の
旧
民
領
と

の
聞
に
一
九
六
一
年
在
つ
う
じ
て
「
経
済
協
力
L

に
関
す
る
協
定
を
結
ん

だ
が
、
協
定
は
こ
の
「
協
力
」
の
枠
内
で
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
提
供
さ
れ
る
資

金
の
か
な
り
の
部
分
を
フ
ラ
ン
ス
商
品
の
購
入
に
支
出
す
る
こ
と
、
ま
た

フ
ラ
ン
ス
の
会
社
だ
け
に
工
事
を
う
け
お
わ
せ
る
ζ

と
な
ど
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
そ
の
際
、
フ
ラ
ン
ス
地
域
に
入
っ
て
い
な
い
国
々
か
ら
の
輸
入

(
2
)
 

は
厳
重
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
開
発
困
も
援
助
あ
る

い
は
「
経
済
協
力
」
の
名
目
の
下
に
低
開
発
国
市
場
に
進
出
し
℃
い
る
。

援
助
は
そ
の
供
与
国
の
商
品
を
輸
入
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
民
間
企
業
、
そ
れ
も
主
に



各国の対インド援助額(契約額)(1)第12表

I郎防 I 1962"1'* 1162就

侭
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

(単位 1，000万戸ピー〉

JJ 

日

一一一一一

〔詮) (1) との表の数字には「イン F援助グヲプ」以外で，

各国がイシドに提供している輸出信用，アメリカ

のある種の贈与および間際通貨基金のインドへの

借款は含まれていない。

(2) 世界銀行附属機関である国際開発協会の借款10億

1200万戸ピーを舎か。

(3) その他のうちでk更なものは，イ f̂ 9 7 (1962年

*までに提供した援助は2.143億ノレピ-).ユF プ

(1. 905億ノレピ「ー).フランス(1.4291室Jレピ戸).チ

ェコ (2.31億ノレピー). ポ戸ランド (2.98t在ノレピ

)。

イYド財務省出版のパンブ V ットW1962年の外国

援助~ (Uアジ7・7フリカ経済特報JINo. 21. 
7ページ〉。

〔出所〕

外
国
系
の
企
業
あ
る
い
は
外
国
独
占
資
本
と
の
合
弁
企
業
に
あ
た
え
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
そ
の
他
の
部
分
は
潜
瓶
、
電
力
、
運
輸
た
と
の
い
わ
ゆ
る

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
タ
チ
ュ
ア
に
与
え
ら
れ
て
い
る
o

こ
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
は
、
す
べ
て
日
出
家
資
本
、
私
的
独
占
資
本
、
外
国

独
占
資
本
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
援
防
供
与
国
の
独
占
体
は
、
そ
の
援
幼
か
ら
二
重
、
一
二
煮
の
利
益
を

引
き
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
低
開
治
国
の
側
か
ら
い
え
ば
、
援

幼
を
う
け
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
貿
易
を
は
じ
め
と
し
て
経
済
全
体
が
援
助

供
与
国
に
ま
す
ま
す
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

援
助
が
低
開
発
国
経
済
に
与
え
た
影
響
を
、
イ
ン
ド
を
例
に
と
っ
て
、

い
ま
少
し
た
ち
い
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

イ
γ
ド
財
務
省
の
発
表
(
第
一
一
一
表
)
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
二
年
末
ま

で
に
イ
ン
ト
が
外
国
か
ら
え
た
借
款
・
増
与
の
総
額
は
三
八
二
億
三
一
三
七

O
万
ル
ピ

1
に
の
ぼ
っ
て
い
る
c

こ
の
額
は
、
一
九
五
六
年
末
の
そ
れ
と

較
べ
る
と
、
一

O
倍
以
上
に
達
す
る
。
わ
ず
か
六
年
間
に
一

O
倍
以
上
に

激
増
し
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
ア
メ
リ
カ
の
援
助
は
一
九
五
六
年
末
の
二

0
・
九
億
ル
ピ
ー
か
ら
一
九
六
二
年
末
に
は
二

O
七
億
ル
ピ

I
に
達
し
、

イ
ン
ド
の
外
凪
援
助
総
額
の
五
訓
以
上
を
占
め
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
数



字
は
あ
き
ら
か
に
低
く
見
積
ら
れ
て
い
る
。
別
の
計
算
に
よ
る
と
、
一
九

六
二
年
末
ま
で
に
イ
ン
ド
が
外
国
か
ら
う
け
た
援
助
総
額
は
四
七
O
t
八

O
億
ル
ピ

1
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
な
か
に
は
、
中
印

国
境
紛
争
以
来
、
イ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
か
ら
え
た
大
量

の
軍
事
援
助
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

か
か
る
大
量
の
外
国
捜
凶
は
、
第
一
に
、
イ
ン
ド
日
出
家
資
木
主
玩
の
急

速
な
成
長
す
-
も
た
ら
し
た
。
イ
ン
ド
の
公
共
部
門
の
資
産
総
額
は
、
外
国

援
助
の
助
け
を
か
り
て
、
一
九
五
一
年
一
一
一
月
末
の
一
二
二
億
七

0
0
0万

ル
ピ
ー
か
ら
一
九
六
一
年
一
一
一
月
末
に
は
六
四
五
億
じ

0
0
0万
ル
ピ
l
へ

と
、
五
倍
以
上
に
も
増
加
し
た
。
イ
ン
ド
の
公
共
部
門
は
運
輸
、
水
利
濯

瓶
、
電
力
は
も
と
よ
り
主
契
鉱
工
業
生
躍
に
お
い
て
も
大
き
な
比
重
を
占

め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
第
二
は
、
イ
ン
ド
独
占
資
本
の
外
同
独
占
資
本

と
の
結
合
が
い
っ
そ
う
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
外
国
援
助
と
く
に
ア
メ
リ

カ
の
援
助
の
大
部
分
は
、
イ
ン
ド
の
民
川
企
業
と
く
に
イ
ン
ド
に
ゐ
る
ア

メ
リ
カ
独
占
、
米
印
合
弁
の
製
造
業
、
イ
ン
ド
独
占
の
経
営
す
る
鉄
鋼
、

電
力
業
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
あ
る
世
界
銀

行
の
借
款
の
か
ぼ
り
の
郊
分
も
イ
ン
ド
の
民
間
部
門
に
あ
た
え
ら
れ
て
い

る
。
第
三
に
、
先
に
も
ず
で
に
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
イ
ン
ド
の
決
業
生
産

の
停
滞
お
よ
び
縮
小
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
援
助
は
対
イ
ン
ド
援

助
の
中
で
の
重
要
部
分
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
末
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
農

産
物
援
助
は
一
一
九
億
ル
ビ
ー
に
の
ぼ
る
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
対
イ

ン
ド
援
助
総
額
の
約
五
七
%
に
、
ま
た
イ
ン
ド
が
う
け
た
援
助
総
額
の
一
一
一

O
%
に
相
当
す
る
。
か
か
る
ア
メ
リ
カ
農
産
物
の
大
量
流
入
は
イ
ン
ド
農

低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

業
に
壊
滅
的
影
響
を
あ
た
え
た
。
か
く
し
て
イ
ン
ド
の
二
大
主
要
作
物
で

あ
る
食
料
と
綿
花
の
植
付
面
積
は
減
少
し
、
両
者
と
も
に
ひ
ど
い
減
産
を

こ
う
む
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
以
上
全
体
の
結
果
と
し
て
、
イ
ン
ド

の
援
助
供
与
国
と
く
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
依
存
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

長
期
に
わ
た
る
援
助
供
与
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
の
債
務
は
ま
す
ま
す
噌
大

し
、
そ
の
た
め
に
外
同
援
助
の
必
要
度
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
た
。
そ

の
上
に
、
農
業
生
産
の
停
滞
の
た
め
に
食
料
と
綿
花
の
輸
入
需
要
は
増
大

し
、
ま
た
外
資
と
外
国
の
技
術
協
力
に
よ
っ
て
創
設
し
た
機
械
お
土
び
化

学
工
業
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
新
興
工
業
」
は
生
注
総
額
の
う
ち
大

体二一

0
1五
O
%
を
輸
入
原
料
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
工
業
の

生
産
維
持
の
た
め
に
原
料
の
輸
入
を
維
持
・
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
愉
川
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
の
も
?
と
で
、
輸
入
は
き
わ
め
て
高
い

水
準
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ン
ド
の
貿

易
収
支
は
低
年
蕩
大
な
一
偵
の
赤
字
を
続
け
、
そ
の
上
に
外
国
資
本
の
利
潤

お
よ
び
特
許
使
用
料
が
イ
ン
ド
か
ら
引
き
あ
げ
ら
れ
て
い
く
。
イ

γ
ド
の

外
貨
準
備
が
枯
渇
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
は
、
イ
ン
ド
は
そ
の
対
外
支

払
い
の
た
め
に
ま
す
ま
す
外
間
援
助
と
外
岡
民
同
資
本
を
導
入
せ
ざ
る
を

え
ず
、
か
く
し
て
イ
ン
ド
の
対
外
依
存
度
は
よ
り
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る

(
3
)〈
4
)

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
1
)
許
辛
文
、
前
掲
論
文
、
邦
訳
、
五
t
七
ペ
ー
ジ
。

〔

2
)

ア
・
ソ
ロ
=
ツ
キ
l
、
前
錫
論
文
、
邦
訳
、
一

0
ペ
ー
ジ
。

〈

3
〉
孫
培
鈎
「
外
国
『
援
助
』
が
イ
ン
ド
に
あ
た
え
た
経
済
的
結
果
」
、
邦

沢
、
前
掲
誌
第
二
十
一
号
、
八
t
一
五
ペ
ー
ジ
。
加
藤
長
雄
「
新
植
民
地
主

一一一
一



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

義
と
国
家
資
本
主
義
i
|
イ
ン
ド
に
お
け
る
経
験
l
l
H
月
刊
『
ア
ジ
ア
・

ア
ブ
ワ
カ
研
究
』
一
九
六
四
年
九
月
号
、
七

t
一
点
ベ
l
ジ。

(
4
)

」
ん
も
、
一
九
六
三
年
末
ま
で
に
ツ
連
が
イ
ン
ド
に
提
供
し
た
三
八
億
五

0
0
0万
戸
ピ
1

〈
援
助
総
額
の
一
割
)
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
諸
国

の
援
助
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
帝
国
主
義
諸
国
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た

く
性
格
な
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
o

そ
の
有
利
な
援
助
は
、
帝
晴
晴
、
正
義
諸
国

の
提
供
す
る
条
件
を
イ
ン
ド
側
に
有
利
に
変
更
さ
せ
、
ま
た
帝
国
、
正
義
諸
国

が
隠
踏
す
る
大
型
重
工
業
部
門
の
建
設
に
較
祢
的
に
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ

て
、
イ
ン
ド
の
生
産
力
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

L
か
し
、
社
会
主
義
諸
国
の

援
助
と
い
え
ど
も
生
産
関
係
に
何
ら
の
変
化
を
加
え
る
も
の
で
は
な
く
、
し

か
も
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
、
玉
義
諸
闘
の
援
助
が
圧
倒
的
部
分
を

占
め
て
イ
ン
ド
経
済
に
大
き
な
彰
響
を
あ
た
え
て
い
る
状
況
の
も
と
で
は
、

社
会
、
王
義
諸
国
の
援
助
効
果
も
減
殺
さ
れ
、
む
し
る
客
観
的
に
は
ア
メ
リ
カ

な
ど
の
帝
国
主
義
諮
問
の
援
助
の
不
足
分
を
補
完
す
る
役
割
を
は
た
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2 

外
国
民
間
資
本
輸
出

開
発
諸
凶
の
民
間
対
外
投
資
は
、
一
九
六
二
年
本
現
在
、
ア
メ
リ
カ
が

五
二
六
億
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
二
五
三
億
ド
ル
、
フ
ラ
ン
ス
八
O
億
ド
ル
、

西
ド
イ
ツ
一
三
億
四

0
0
0万
ド
ル
、
日
本
四
億
三
六
O
O
万
ド
ル
な
ど

で
あ
る
。
最
大
の
資
本
輸
出
国
ア
メ
リ
カ
の
低
間
発
国
に
た
い
す
る
民
間

直
接
投
資
は
、
一
九
五
O
年
の
五
八
億
四

0
0
0万
ド
ル
か
ら
一
九
六
二

年
末
に
は
一
一
一
九
億
ド
ル
に
増
加
し
て
き
た
。
こ
の
一
九
六
二
年
末
の
低

開
発
冨
に
た
い
す
る
直
接
投
資
額
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
た
い

二
一
四

し
て
は
九
五
億
二
八
O
O
万
ド
ル
(
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
全
外
国
投
資

の
八
O
%
以
上
)
、
ア
ジ
ア
へ
は
一
二
億
二
六
Q
O
万
ド
ル
、
ア
フ
リ
カ

へ
は
一
二
億
凶
六
O
O
万
ド
ル
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
低
開
発
固

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
民
間
直
接
投
資
の
大
部
分
は
原
料
採
掘
部
門
に
投
下

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
東
(
西
ア
ジ
ア
)
に
た
い
す
る
投
資
は
ほ
と
ん

ど
全
部
が
石
油
業
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
に
た
い
す
る
そ
れ
は
そ
の
三
分
の

(
5〉

二
以
上
が
石
油
業
と
鉱
業
で
あ
る
(
ア
フ
リ
カ
投
資
の
三
分
の
一
は
北
ア

フ
リ
カ
に
投
下
さ
れ
て
お
り
、
北
ア
フ
リ
カ
投
資
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
石

(
6
i
v
 

油
業
で
あ
る
)
。
か
か
る
外
国
投
資
崎
明
大
の
結
果
、
低
開
発
国
経
済
の
・

帝
国
主
義
同
の
た
め
の
原
料
・
食
料
基
地
化
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
苛
っ
た
。
ち
な
み
に
、
資
本
主
義
世
界
の
採
取
産
業
に
占
め
る
低
開

発
地
域
?
て
れ
の
シ
ェ
ア

l
は
、
一
九
五
二
一
年
の
二
五
・
二
%
か
ら
一
九
'

(
7
)
 

六
O
年
に
は
三
五
・
七
%
に
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
資
本
輸
出
が

(
8
)
 

つ
尚
品
輸
出
を
促
進
す
る
手
段
と
な
る
」
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
と
こ
ろ

で
あ
ろ
。

低
開
発
地
域
に
は
豊
富
な
資
源
が
存
在
し
て
い
る
。
低
開
発
地
域
に
お

け
る
最
近
(
一
九
五
九
年
〉
の
一
次
産
品
の
生
産
高
と
資
本
主
義
世
界
に

お
け
る
そ
の
シ
ェ
ア

l
は
以
下
の
と
お
り
大
き
い
。

1
1
1
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

二
万
六
四
五
Q
キ
ロ
グ
ラ
ム
(
九
九
%
)
、
鈎
一
一
万
八
五
四
六
ト
ン
〈
九

七
・
八
%
)
、
マ
ン
ガ
ン
二
一
二
七
七
万
八

0
0
0
ト
ン
(
九
一
・
瓦
係
)
、

グ

7
j
ム
一
二
五
一
二
万
七

0
0
0
ト
ン
(
九

0
・
二
%
)
、
ア
ン
チ
モ
ニ

ー
二
万
六
三
七
九
ト
ン
(
八
四
・
七
%
)
、
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
一
五
O
O
万



回
0
0
0
ト
ン
(
七
七
・
九
%
)
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
九
五
七
万
二
0
0
0

ト
ン
(
七
七
・
八
似
て
コ
バ
ル
ト
一
万
六
六

C
七
ト
ン
(
七
七
・
六
%
)
、

榔
子
油
一
一
七
O
(
千
ト
ン
、
以
下
同
じ
)
(
一
O
O
%
)
、
ジ
ュ
ー
ト
二

一
九
O
(
一
0
0
%
)
、
コ
コ
ア
一
O
O
二
(
九
八
・
八
%
)
、
胡
麻
一
O

六
九
(
九
八
・
一
一
%
〉
、
天
然
ゴ
ム
二
O
七

Q
(九
八
弱
)
、
廿
際
二
万
七
八

五
八
(
九
七
・
八
%
〉
、
コ
ー
ヒ
ー
四
一
一
一
O
(
九
六
%
〉
、
大
麦
二
一
万

六
三
九
O
(
八
五
・
九
%
)
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
豊
富
た
資
源
が
帝
国
主

義
諸
国
に
略
奪
さ
れ
、
低
開
発
国
自
身
で
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
℃
あ

る
。
ア
フ
リ
カ
に
か
ん
す
る
同
様
な
数
字
(
一
九
五
八
年
)
ば
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
九
六
%
、
コ
バ
ル
ト
六
七
%
、
金
六
四
%
、
マ
ン
ガ
ン
四
二
%
、

制
二
五
%
、
ウ
ラ
ン
二
四
%
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
九
二
%
は
大
陸
外
に
輸

出
さ
れ
た
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
も
、
同
様
な
数
字
は
、
銅
三
O
%
、

仰
向
一
六
%
だ
っ
た
が
、
大
陸
内
消
費
は
銅
一
一
語
、
錫
三
%
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
資
似
の
文
配
・
略
奪
と
な
ら
ん
で
、
資
本
摘
出
ほ
尚
口
問

輸
出
を
促
進
す
る
o

低
開
発
国
が
外
嗣
の
資
本
に
よ
っ
て
企
業
を
建
設
す

る
さ
い
に
は
、
そ
れ
に
必
要
た
機
械
設
備
、
部
品
お
よ
び
材
料
の
大
!
出
分

は
資
本
輪
山
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
低
開
発
国
の
国
内
生
産
高

の
か
な
り
の
部
分
は
外
国
独
占
資
本
の
支
配
下
に
あ
る
企
業
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
に
加
え
て
、
必
同
主
義
諸
国
の
独
占
体
は
資
本
輸
出
に
よ
っ
て
巨
額

の
利
潤
を
獲
得
し
て
い
る
。
日
℃
の
利
潤
率
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
官
庁
統
計
に
よ
れ
ば
、
低
開
発
地
域
に
お
け
る
利
潤
の

再
投
資
分
を
の
ぞ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
民
間
直
後
投
資
の
・
本
国
に
送
金

侭
開
北
川
凶
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

ず
る
利
潤
は
、
一
九
六
一
年
、
一
九
六
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
七
億
二
一
O

O
万
ド
ル
、
一
九
億
一
七
O
O
万
ド
ル
に
達
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
ら
地
域
へ
の
新
規
直
接
投
資
は
各
々
四
億
四
六
O
O
万

(
叩
)

ド
ル
、
二
億
一
O
O
万
ド
ル
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ

独
占
体
は
イ
ン
ド
に
た
い
し
て
一
九
五
五

t
六
O
年
の
間
に
合
計
二
コ
一
O

O
万
ド
ル
の
新
規
投
資
を
行
っ
た
が
、
同
じ
期
間
に
イ
ソ
ド
か
ら
持
ち
出

(
日
)

し
た
利
潤
は
三
七
O
O
万
ド
ル
に
達
し
た
。
さ
ら
に
別
の
計
算
に
上
れ

ば
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
ア
メ
リ
カ
独
占
体
が
得
た
利
潤
は
年
平
均

(
一
九
五
回

t
五
七
年
)
二

4
iコ
一
O
億
ド
ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
部
分

は
本
国
に
送
還
さ
れ
た
が
、
り
ぞ
の
送
、
還
さ
れ
た
利
潤
の
一
倍
半
に
相
当
す

る
金
額
が
全
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諮
問
の
全
歳
出
に
等
し
く
、
全
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
経
済
の
通
常
の
年
に
投
下
さ
れ
る
私
的
投
資
と
国
家

(ロ〉

投
資
の
合
計
の
半
ば
に
相
当
し
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
帝
国
主
義
的

(
日
)

抑
圧
と
搾
取
と
の
基
礎
」
、
「
資
本
主
義
的
な
寄
生
性
の
基
礎
L

の
な
ん
と

強
固
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
「
第
二
ハ
パ
ナ
宣
言
し
の
な
か
の
血
の
訴
え
を
引
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
本
節
の
考
察
を
終
え
よ
う
。

l
l
「
こ
の
半
植
民
地
的
大

陸
に
は
、
餓
死
す
る
も
の
、
不
治
の
病
で
は
な
く
と
も
病
死
す
る
も
の
、

年
若
く
し
て
衰
弱
死
す
る
も
の
が
一
分
間
に
四
人
、
毎
日
五
五
O
O
人
、

毎
年
二
O
O
万
人
、
五
年
間
で
は
一
0
0
0
万
人
に
も
な
る
。
:
:
:
と
れ

カ
ネ

と
同
時
に
金
は
続
々
と
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
向
っ
て
流

れ
、
一
分
間
に
約
四
0
0
0
ド
ル
、
一
日
に
べ
O
O
万
ド
ル
、
一
年
に
二

二
一
五



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

カ
ト

O
億
ド
ル
、
五
年
記
と
一

O
O低
ド
ル
に
も
な
る
。
わ
れ
わ
れ
の
余
が
一

0
0
0ド
ル
持
ち
去
ら
れ
る
と
後
に
は
死
体
が
一
つ
残
さ
れ
る
。
一

O
O

(M) 

0
ド
ル
で
死
体
一
つ
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
の
価
格
で
あ
る
」
o

(
5
)

万
光
「
ア
メ
リ
カ

l
i最
大
の
国
際
的
搾
取
者
」
、
邦
摂
勺
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
経
済
批
判
報
』
第
三
十
六
号
、
八

t
九
ベ
1
ジ。

(
6
)

施
経
綜
「
ア
メ
リ
カ
は
ア
ジ
ア
・
ア
ア
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
石

仙
資
源
の
最
大
の
略
奪
者
で
あ
る
」
、
邦
訳
、
前
掲
誌
第
三
十
凶
号
、
八

べ
1
3
Y

。

(
7
)

岡
倉
・
蝋
山
編
著
、
諭
掲
書
、
二

0
0
ペ
ー
ジ
、
第
五
七
表
。

〈8
)

レ
l

ニ
ン
、
前
掲
書
、
一
二
三
一
ペ
ー
ジ
。

〈9
)

岩
波
諦
座
『
現
代
』
、
第
四
巻
『
植
民
地
の
独
立
』
、
二
九
一

t
二
九
二

ペ
ー
ジ
。

〈
叩
〉
万
丸
、
前
掲
論
文
、
邦
訳
、
一

0
ペ
ー
ジ
o

(
日
)
岡
倉
古
志
郎
「
資
本
主
義
叫
界
経
済
に
お
け
る
低
開
発
諸
国
の
地
位
」
、

口
月
刊
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
L

一
九
六
二
年
一
二
月
号
、
一
九

t
二
0

ペ
ー
ジ
。

〈
ロ
)
岡
倉
・
蝋
山
編
著
、
前
掲
香
、
ご

O
六
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
レ
1

ニ
ン
、
、
前
掲
善
、
一
一
一
一
一
0
ペ
ー
ジ
。

(
U
)

一
九
六
ご
年
二
月
四
日
、
キ
ュ
ー
バ
に
集
っ
た
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
ガ
各

園
人
民
代
表
に
よ
る
宣
言
。

五

要

約

最
後
に
、
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
諸
点
を
要
約
す
る
こ
と
に

し
よ
う
。

一
一
一
六

第
一
に
、
最
近
数
カ
年
の
折
界
貿
易
は
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
し
て
き
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
開
発
地
域
の
そ
れ
の
発
展
は
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
低
開
発
地
域
の
世
界
貿
易
に
お
け
る
シ
ェ
ア
ー
は
大
幅

に
低
下
し
て
き
た
。
げ
て
し
て
侭
開
発
地
域
の
貿
易
は
依
然
と
し
て
輸
出
入

と
も
に
そ
の
七
割
以
上
を
開
発
地
域
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
低
開
発
地
域
の
貿
易
の
緩
慢
な
発
展
は
、
主
に
輸
出
額
の
八

割
以
上
を
占
め
る
一
次
産
品
(
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
石
泊
な
ど
の
一
部
の

品
目
を
除
く
)
の
伸
び
悩
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
輸
出
の
伸
び
悩

み
が
影
響
し
て
、
輸
入
も
た
い
し
て
増
大
し
て
い
な
い
。
輸
入
の
う
ち
相

対
的
に
よ
く
伸
び
て
い
る
の
は
機
械
類
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
低
開
発
国
に

お
け
る
経
済
発
展
こ
と
に
工
業
免
炭
へ
の
労
力
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
多
く
の
低
開
発
国
は
、
国
際
収
支
の
困
難
を
承
知
の
上
で
、
そ
の
工

業
発
展
左
達
成
す
る
た
め
に
機
械
な
ど
の
生
産
手
段
の
輸
入
を
拡
大
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
低
開
発
地
域
の
一
次
産
品
輸
出
額
の
伸
び
悩
み
は
、
代
替
品

の
登
場
た
ど
に
よ
る
輸
出
数
量
の
緩
慢
な
弘
太
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ

の
単
位
価
格
の
慢
性
的
低
下
傾
向
、
が
犬
き
く
作
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
た
い
し
て
、
低
開
発
図
、
が
そ
の
て
業
発
展
の
た
め
に
大
量
に
輸
入
す

る
機
械
な
ど
の
そ
れ
は
じ
り
じ
り
と
騰
貴
し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
て
低

開
発
地
域
の
交
易
条
件
は
急
速
に
悪
化
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
低
開
発
国
は

莫
大
な
損
失
を
こ
う
む
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
低
開
発
国
が
経
済
的
独

立
を
達
成
す
べ
く
そ
の
工
業
発
展
に
熱
心
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
交
易
条

件
は
ま
す
ま
す
忠
化
し
て
、
開
発
諸
国
と
く
に
帝
国
主
義
諸
国
か
ら
い
よ



い
よ
強
く
収
奪
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
低
開
発
国
の
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
を
達
成
す
る
た

め
に
は
巨
額
の
資
本
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
内
に
不
足
し
て
お

り
、
そ
こ
で
一
次
産
品
の
輸
出
代
金
に
よ
っ
て
こ
の
不
足
を
カ
ヴ
ァ
ー
し

よ
う
と
し
て
も
、
一
次
産
品
の
輸
出
価
格
の
慢
性
的
な
低
下
傾
向
、
代
替

品
の
登
場
等
に
よ
る
輸
出
の
頭
打
ち
な
ど
で
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
ば
か
り

か
、
特
産
物
の
生
産
・
輸
出
増
加
に
よ
っ
て
工
業
発
展
に
必
要
な
外
貨
を

獲
得
し
よ
う
と
す
る
努
力
自
体
が
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
経
済
の
温
存
・
強
化

を
ま
ね
き
、
経
済
的
独
立
と
く
に
工
業
発
展
と
抵
触
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
か
か
る
悪
循
環
の
も
と
で
は
、
一
次
産
品
と
工
業
口
聞
と
の
価
格
差

(シ

Z
1
レ
)
の
拡
大
は
必
然
的
に
進
む
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
開
発
諸
国

と
く
に
帝
国
主
義
諸
国
は
か
か
る
悪
循
環
を
訓
利
用
し
て
そ
の
収
奪
を
よ
り

い
っ
そ
う
強
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
帝
国
主
議
諸
国
に
よ
る
収
奪

の
根
源
は
低
開
発
国
に
お
け
る
植
民
地
型
経
済
構
造
の
残
存
に
あ
る
の

で
、
低
開
発
間
同
が
そ
の
植
民
地
型
経
済
構
造
を
基
本
的
に
存
続
さ
せ
て
い

る
か
ぎ
り
、
対
外
的
な
商
品
の
流
れ
(
外
国
貿
易
〉
を
つ
う
じ
て
経
済
的

独
立
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
き
わ
め
て
大
き
な
困
難
に
直
面
せ
ざ

る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
そ
こ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
低
開
発
国
は
、
国
内
の
植
民
地
型
経

済
構
造
を
基
本
的
に
存
続
さ
せ
た
ま
ま
、
開
発
諸
固
ま
た
は
国
際
機
関
か

ら
の
経
済
援
幼
お
よ
び
民
間
資
本
の
導
入
に
よ
っ
て
右
の
悪
循
環
そ
打
破

し
よ
う
と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
開
発
諸
国
と
く
に
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
と
す
る
帝
国
主
義
諸
国
の
援
助
、
民
間
資
本
の
導
入
は
、
低
開
発
国
の

低
開
発
問
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

経
済
的
独
立
を
促
進
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
そ
の
従
属
を
維
持
・
強

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
は
援
助
を
う
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
食
料
や
原
料
の
面
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
ワ
た

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
経
済
が
全
体
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
従
属
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
低
開
発
闘
は
、
帝
国
主
義
諸
国
の
民
間
資
本
の
導
入
に

よ
り
、
そ
の
富
農
な
資
源
の
支
配
・
収
奪
、
販
売
市
場
の
奪
取
を
う
け
る

よ
う
に
な
ワ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
に
、
外
国
独
占
体
に
よ
る
落
大
な
利

潤
の
持
ち
出
し
、
特
許
使
用
料
お
よ
び
借
款
元
利
の
支
払
い
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
低
開
発
国
の
国
際
収
支
の
悪
化
は
進
行
し
、
ま
す
ま
す
外
国

の
援
助
お
よ
び
民
間
資
本
へ
の
依
存
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
突

は
、
低
開
発
国
に
お
け
る
資
本
の
国
内
省
積
の
不
足
は
か
か
る
帝
国
主
義

諸
国
に
よ
る
搾
取
・
収
奪
の
結
果
で
あ

f
た
の
で
あ
る
。

第
六
に
、
社
会
主
義
諸
国
の
援
助
や
貿
易
の
拡
大
は
、
帝
国
主
義
諸
国

の
そ
れ
と
は
反
対
に
、
低
開
発
国
の
右
の
悪
循
環
を
克
服
す
る
た
め
の
条

件
を
あ
た
え
て
、
そ
の
経
済
的
独
立
と
自
主
的
な
民
族
経
済
の
確
立
を
促

進
す
る
足
場
に
は
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
額
お
よ
び
比
重
は
帝
国
主
義

諸
国
の
そ
れ
に
較
べ
て
ま
だ
ま
だ
小
さ
く
、
い
ま
の
と
こ
ろ
・
た
い
し
て
効

呆
を
あ
げ
て
い
な
い
。

第
七
に
、
低
開
発
国
の
経
済
的
独
立
お
よ
び
民
族
経
済
の
自
主
的
発
展

は
、
対
外
的
な
商
品
の
流
れ
(
外
国
貿
易
)
を
つ
う
じ
て
も
、
ま
た
開
発

諸
国
と
く
に
帝
国
主
義
諸
国
か
ら
の
経
済
援
助
、
外
資
導
入
に
よ
q

て
も

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆
に
そ
れ
ら
は
開
発
諸
国
と
く
に
帝
国
主
義

諸
国
か
ら
の
収
奪
・
搾
取
・
従
属
を
ま
す
空
す
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に

二
一
七



低
開
発
国
貿
易
の
趨
勢
と
問
題
点

p

す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
低
開
発
国
の
経
済
的
独
立
お
よ
び
民
族
経
済

の
自
主
的
発
展
は
、
帝
国
主
義
と
の
徹
底
的
な
斗
争
お
よ
び
植
民
地
型
経

済
構
造
、
既
存
の
生
産
諸
関
係
の
変
革
を
つ
う
じ
て
は
じ
め
て
達
成
さ
れ

う
る
と
い
え
よ
う
o

前
者
は
帝
国
主
義
か
ら
の
収
奪
・
搾
取
・
従
属
そ
の

も
の
を
断
ち
切
る
斗
争
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
ら
の
根
源
を
な
く
し
て
民

族
経
済
の
自
主
的
発
展
の
基
礎
を
き
づ
く
た
め
の
斗
争
で
あ
る
。
こ
の
同

者
は
緊
密
に
結
び
つ
レ
て
広
義
の
経
済
的
独
立
の
内
容
を
か
た
ち
ザ
く
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
植
民
地
制
度
の
崩
壊
が
ほ
と
ん
ど
完
了
し

た
か
ら
、
反
帝
国
主
義
、
反
植
民
地
主
義
と
い
う
民
族
的
課
題
は
も
は
や

副
次
的
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
は
経
済
発
展
で
あ
る
と
い
う
故
ネ
ル
ー
を

は
じ
め
と
す
る
イ
ン
ド
会
議
派
指
導
者
の
見
解
は
ま
っ
た
〈
非
現
実
的
な

も
の
で
あ
り
、
「
経
済
発
展
」
は
帝
国
主
義
と
徹
底
的
に
対
決
す
る
な
か

で
の
経
済
的
独
立
と
し
て
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
今

日
の
イ
ン
ド
経
済
の
現
実
の
姿
が
か
か
る
見
解
を
完
肩
な
き
ま
で
に
論
破

し
て
い
る
。
経
済
的
独
立
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も

と
に
労
農
同
盟
を
軸
と
し
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
も
引
き
入
れ
た
広

範
な
民
政
民
主
統
一
戦
線
を
基
礎
に
し
て
、
帝
国
主
義
と
斗
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
た
帝
国
主
義
に
妥
協
・
追
随
す
る
国
内
の
支
配
階
級
と
斗
う
こ

F

と
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
う
る
。
帝
国
主
義
お
よ
び
園
内
の
支
配
階
級

と
の
徹
底
的
な
斗
争
に
よ
っ
て
経
済
的
独
立
を
達
成
す
る
と
い
う
低
開
発

国
の
当
面
の
最
重
要
な
課
題
は
、
民
族
民
主
革
命
の
完
遂
と
そ
の
社
会
主

義
革
命
へ
の
転
化
と
い
う
基
本
的
な
課
題
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道

は
も
か
つ
て
中
国
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
の
人
民
が
歩
み
、
ま
た
最
近
点

ュ
l
バ
人
民
が
切
り
ひ
ら
い
た
道
で
あ
る
。

二
一
八

(
一
九
六
五
・
九
・
一
ニ
)




